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岡山市方言の複合動詞のアクセン ト
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要 旨

前部要素中または後部要素 との境界に核がある複合動詞のアクセン トを 「前部ア クセ ン ト」、

全体として次末核 または無核の ものを 「後部アクセン ト」と呼ぶ ことにする。東京では表出的な

一部の語彙 を除けば後部アクセン トが支配的である。但 し、前部要素が平板型 なら後部 アクセン

トは次末核型に、起伏型 なら無核型になるという、所謂 「山田の法則」が存在す る。他方で、東

京 とよく似たア クセ ン ト体系を有す る山陽地方では、前部要素の核を保存する前部アクセ ン トと

そ うでない後部アクセン トとが一定の割合 で共存 していて、地点によっては今後 「山田の法則」

が成立する可能性 がある。東京の周辺地域の証拠から、東京でも古 くは 山陽地方のよ うな複合動

詞アクセン トだった と考えられる。 本稿は第一に、2単 位形から前部アクセン トへの変化 と前部

アクセン トから後部ア クセ ン トへの変化は、後部要素 と前部要素の核 と音調句の喪 失であ り、意

味を原因 とす る音調句の一体化であると説明す る。第二に、前部要素が平板型で後部要素 との境

界に核があるタイプが無核化できないのは、共時的には前部要素の核 ではないか らだ と説明する。

第三に、次末核化よ り無核化が著 しく先行 しなければ 「山田の法則」は成 立しない と指摘する。

1.は じめに

『東京大学言語学論集』11号(1991.03)に 載る 「1990年度修士論文 ・卒業論文題 目一覧お

よび修士論文要旨」の中に澤田雅司 『山陽地方の複合動詞のアクセン ト』(1990.12;修 士論文)

の要旨が存在する。その澤田(1990)を 審査 したのが上野善道(元 ・東京大学教授)で あ り、

筆者 は上野先生と澤田雅司氏ご本人か ら、澤田(1990)が 書かれるに至った調査研究の方法を

学び、本稿 を記 した。 ゆえに本稿は、基礎的な方法論を澤田(1990)と 同 じくしている1。

澤田(1990)の 要旨には 「山陽地方8か 所」で複合動詞のアクセン トを現地調査 したと書か

れている(「山陽地方」は山口県、広島県、岡山県を指す)。 この調査に用いられた調査項 目は

●筆者が本稿 の問題に取 り組んだき
っかけは2011年 度冬学期の松森晶子先生の授業であ り、松森先生および上

野善道先生とのや りとりを通 じて先行研究を探 し当てて行った。澤田(1990)と い う重要な先行研究の存在は、

澤田の指導教官であった上野から知 り、2月17Hに は澤田雅司氏から直接 ご助言 ・ご指摘 をいただ く機会を得

た。左記の3名 の方々には、筆者が今回初めてアクセン ト研究に取 り組むきっかけをいただいたばか りでなく、

本稿の問題に取 り組むに当たって様々なご助言 ・ご指摘をいただいた。 ここに厚 く御礼申 し上げる。

また、岡山市の方言話者 の皆様、「妹尾 を語る会」の皆様、妹尾公民館 ・妹尾地域センターの皆様、尾道市の

方言話者の皆様 、尾道市教育委員会文化財係の皆様、山陽 日日新聞社の皆様 、久保八幡宮 にお集ま りの皆様、「き

らら尾道」の皆様、その他、様々な調査にご協力いただいた皆様方に厚 く御礼申 し上げ る次第である。
巳但 し

、問い合わせ たところ澤田雅 司氏か ら澤田(1990)の 利用許可は得られなかった。本稿 では主にその 「要

旨」よ り引用するが、筆者が上野 と澤田よ り直接知 ることので きた情報や論点は 「要 旨」よ りも多い。
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澤田が上野から譲 り受けたものであり、筆者もこれ とほぼ同 じものを用いて、以下に挙げるA

からHま での7名 の話者(敬 称略)で 、主に2012年1月 頭から2月 末に掛けて調査 した2。

なかやまず み ニ

A(1/0408)岡 山市北区内山下 高山澄子1949/2/17生 れ;18歳 からは東京へ;筆 者の母

B(2/03)広 島県尾道市西久保町1936112/12生 れ;「[居】て」と発音(尾 道市は同様)
いまもとたもう

C(2/14-15)岡 山市南区妹尾槌屋町 今本 完1932r4/14生 れ;「 居【て」と発音(岡 山市は同様)
う ちだ え い じ

D(2115)岡 山市南区妹尾白浜町 内田栄二193718/01生 れ

E(2126)岡 山市南区妹尾峰 矢吹忠志の姪194311/09生 れ
や ぶ きた だ し

F(2127)岡 山市南区妹尾白浜町 矢吹忠志192716115生 れ

A(2128)2回 目調査;1回 目は内省調査で2回 目は読み上げ調査。
しろぐらか ん じ

G(2129)岡 山市南区妹尾中村 城 口寛治1932/5/05生 れ;話 者Aか らGは この順で調査。
みつよしひ でたろ う

H《5125)岡 山市南区妹尾南之町 光吉秀太郎1928!9115生 れ;平 板型終止形,連 用形の核を調査。

音調の仕組みは全地点で一致 してお り、句音調と下げ核で音調が決まる。句音調の音声実現

には若干の地域差があるかもしれないが、弁別的特徴である核の有無 と位置だけを(録 音 しっ

っ)聞 き取 り、記述 している。「動詞連用形+動 詞」とい う構成の複合動詞の終止形をリス トに

して話者に順次読み上げていただき、433語 を分析の対象とした。先ずは前部要素に 「て」の

付 く形を読み上げていただき単独での核を調査 した。続いて、左に読みをひらがなで、右に漢

字の表記を記したものを、適宜両方を参照しなが ら読み進んでいただいた。

データの解釈に関連 して注意すべき 「系列効果」にっいて次に簡単に述べる。1語 に複数の

アクセン トがある複合動詞などの場合、 リス ト上で先行する語からの類推によってアクセン ト

が次々に同じになってしまうことが時としてある。このようにある行動が直前の文脈に影響を

受けることを系列効果 と呼ぶ。揺れの大きい現象を扱 う場合、系列効果は無視できない。また

単に1語 に複数のアクセン トがあるというだけでなく、複数のアクセン トの間の出現頻度の違

いについても考慮する必要がある。これらの問題点をできる限 り解消する手段として、第一に

筆者の岡山市での調査では同じリス トを正順、逆順、正順、逆順で計4回 読んでいただいた。

第二に問題を個々の語彙から全体に占める度数 ・割合へと巨視化するような分析を実施 した。

話者Aか らGま でのデータの一部を掲載 した表1(後 述)の 記号は次のようになっている。

番号:通 し番号。 前拍:前 部要素のモーラ数。 全拍:全 体のモーラ数。

かな:表 記が仮名。 漢字:表 記が漢字仮名交 じり。+:複 合語の内部境界位置。

X前:前 部要素の核の位置(前 からnモ ーラ目);話 者Xの 場合。XはAか らG。 「

X正:複 合語の核の位置(正 順にリス トを読んだ時);話 者Xの 場合。XはAか らG。

今回、話者Bは 「B正」1回 のみJ

X逆:複 合語の核の位置(逆 順にリス トを読んだ時);話 者Xの 場合。XはAか らG。

2そ の後更に広島県尾道市
、東京都東村山市で同様の調査を実施 したが、それ らの分析は別稿に譲る。
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0:無 核。但し平板型終止形の語末核の有無は未調査で、地点により語末核のことも。

ヨ,2,3,4:前 からnモ ーラ目に核があることを表わす。語末核を表わすことはない。

平板型動詞の終止形の語末核にっいては、終止形に様々な助詞が接続 した場合を調べ、無核

と有核の方言に分類す ることができる。例えば話者A,Hは 「聞[く】とこ【たえ】る」などと発音

するため、有核 となる。但し、本稿の議論でこの語末核の有無が効いてくることはない。

「吹っ込む」 「吹っ飛ぶ」「踏ん張る」「突っ走る1「引っ込ます」で 「2」が観察 された場合、

音声的には 「2」だが、筆者の調査 したデータでは前部要素が起伏型な ら 「1」、平板型なら 「2」

で記述した。従って 「吹っ込む」「吹っ飛ぶ」に関 しては音声そのままではない。

表1(後 述)で は1単 位形アクセン トのデータを扱い、それにより 「複合動詞の2型 化」の

原因や 「山田の法則」が成立するための条件などを考察するが、それに先立って、次節では2

単位形アクセン トのデータを扱い、「複合動詞の1単 位形化」の原因や条件を考察する。

2.岡 山 市 方 言 の 複 合 動 詞 の2単 位 形 ア ク セ ン ト

岡 山市 南 区 妹 尾 の話 者C,D,E,F,Gお よび 岡 山市 北 区 内 山 下 の 話者Aの 読 み 上 げ 調 査 で は 、

通 常 の1単 位 形 の他 に一 部 で2単 位 形が 観 察 され た 。 岡 山 市 の調 査 で は 同 じ リス トを正 順 、 逆

順 、正 順 、逆 順 で計4回 読 ん で い た だ い た の で、1っ の 複 合 動 詞 は 時 間 を 置 い て4回 読 む機 会

が あ り、6名 の 話 者 で延 べ24回 とな る。 各 話 者 の2単 位 形 のデ ー タ は 次 の よ うに な っ た 。

先 ず は 実際 の発 音 例 を 列 挙 す る。 話者Cは 起 【こ」り1得1る3回(以 下 「回 」 を省 略)、[食]い

飽 【き】る1、[攻1め 寄[せ る1、 【食 】べ 付 【け る1、 ね1が 】い【出1る1、[跳 】ね 起 【き】る2、 臓 】ね 退[け

る1、[ぶ]ち 開 【け る1、 踏 【み 】抜 【くi、 【有]り あ[ま る2、[有]り あ[ま 】る2、 生 〔か 】し切[る2、 生 〔か]

し【切】る1、 お[も 】い 込1む3、 切[り]は[な す1、[切 】りは〔な1す1、 く【さ】り切 【る3、 【捏 】ね ま1わ

す2、 こ[ま]り 切[る4、 咲 【き】掛 【か る1、 咲1き]掛 【か 】る1、 死 【に1い[そ ぐ1、 死[に 】い[そ]ぐ1、

し1の】び 【込]む1、 じ ゅ[く]し 切1る3、 じゅ[く]し[切 】る1、 好 【き】こ【の]む3、 〔好]き こ[の]む1、[住]

み 替 【わ る2、 泣[き 】く[る]う1、 名[乗 】り【合]う2、[降 】り掛[か る1、 ま〔か]せ 切[る2、 ま1か 】せ[切 】

る1、 【撒]き 散[ら す1、 ま 【も1り抜 【く1、 揺[れ]う 【ご】く3、 よ[わ 】り切[る3。 話 者Dは 【食 】

い飽 【き1る1、 【跳 】ね 起1き 】る3、[ぶ 】ち 当[て る1、[有]り あ 【ま】る2、 お 【も]い 込[む1、 く1わ]え

込[む1、 【好]き こ[の 】む4、 そ1び1え[立 】つ1、 た【お 】れ 込[む1、 【食 】べ お 【わ る1、 泣[き 】く【る】う

1、ま 【ぎ】れ 込[む1、 揺 【れ 】う[ご】く2、 よ1わ]り 【切 】る1。 話 者Eは 食 【い】飽[き 】る1、 【有1

りあ[ま る2、[好 】き こ[の]む1、 ま 【よ】い 込 【む1、 揺 【れ]う[ご 】く1。 話 者Fは[打 】ち明[け

る1、 起 に]り 【得]る1、1折 】り曲【げ る2、[食 】い飽[き 」る3、 詰[め 】替 【え る1、 出[来]掛[け る1、

取[り 】立 【て る2、 ぶ1ち 】撒 【け る1、[見 】当 【た る2、1起 】き 上[が る1、[組 】み 合 【わ す1、1繰 】り上 【が

る1、[差]し せ1ま 】る1、[好 】き こ[の 】む1、 泣1き 】く【る】う1、 引【き1千1切1る1、 ま[か]せ 切[る1、

揺[れ]う[:1く2、 よ1わ 】り切 【る1。 話 者Gは1生 】き延 【び 】る1、[打 】ち明[け る1、 起[こ 】

り[得]る4、 【織 】り交[ぜ 】る1、 【食]い 飽 【き】る1、 【跳 】ね 起[き]る1、 【あ い】し1合】う1、1有 】りあ[ま]

る4、 押1し 】た[お1す1、 く[さ】り【切]る1、[捏]ね ま[わ す1、 死[に 】い【そ]ぐ2、 し[ぼ】り【取 】る1、
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1好】きこ1の】む1、 そ[ぴ】え1立】っ4、 た【ず】ね【合】う1、 た[た】き割[る1、 は【な1し合1う1、 は【な】

し[合】う1、ま【か1せ1切】る3、 【撒]き散1らす2、 む[せ]び泣【く2、 や【ぶ】り1取】る1、 揺1れ】う【ご]

く2、よ[わ】り[切】る1、 よ【わ】り切【る1。 話者Aは 【吹】き【出]る1、【編1み終【え】る1、[編]

み終【える1、1折1り曲1げる1、 【住】み替[える1、【出】来掛[け】る1、[跳]ね起【き】る1、跳1ね】起[き]

る1、[嬢】ね退【ける1、 引[き】締[め]る1、[葺】き替[える1、[ぶ】ち開【ける1、【ぷ】ち当[てる2、1ぶ】

ち撒【ける2、【編】み【出】す3、[増】え[出】す1、[ぶ】ち【割】る1、【有】りあ[ま]る2、聞【き1落1と】す2、

く[さ】り切1る1、 く1わ】え込[む1、 そ【的 え[立】っ1、 た【た】き割【る1、 た1た1き【割】る1、 た【ど】

り【着】く1、 泣【き】落1と】す1、 泣[き】く[る】う1、【飲】みく【だす1、[跳 】ね飛[ばす1、 振【り]し【ぼ】

る1、 む[せ】び泣【く1、 む[せ]び[泣】く1、揺[れ]う[ご】く2、 よ【わ】り切[る1。

話者6名 の総和から3回 以上(高 々24回)観 察された2単 位形の語例は次のようになった。

有 り余る14回(以 下 「回」を省略)、揺れ動く12、好き好む11、 起こり得る8、 跳ね起きる8、

弱 り切る8、 食い飽きる7、 任せ切る7、 聾え立つ6、 腐 り切る5、 思い込む4、 困 り切る4、 死

に急ぐ4、 熟し切 る4、 泣き狂 う4、咽び泣く4、 折 り曲げる3、 ぶち当てる3、 ぶち撒ける3、

編み出す3、 生か し切る3、 捏ね回す3、 叩き割 る3、撒 き散らす3。

データから、2単 位形が可能 となる条件は 「1.前 部要素 と後部要素の意味が並列的である

こと」、「2.後 部要素が 「切る、込む」のように前部要素の意味を強調するものであること」

の2点 が指摘できる。新田(2010)に よれば石川県白峰方言の複合動詞は安定的に2単 位形で

ある(一 部で1単 位形も)。岡山市方言もそのような状況から出発 したと考えるのが自然である

が、現在では1単 位形が支配的である。1単 位形の中には、「【吹】き出す、拭[き】出す」のよう

に前部要素にピッチの山が収まるもの(澤 田(1990)要 旨の用語で 「前部アクセン ト」と呼ぶ)

と、「吹[き出す、拭【き出】す」のように前部要素にピッチの山が収まらず、複合動詞全体に渡る

もの(澤 田(1990)要 旨の用語で 「後部アクセン ト」と呼ぶ)と がある。山陽地方の古層にお

いては後部アクセン トが未発達で(都 竹1951)、 前部アクセン トの方が古いと言えるため、2

単位形が支配的な状況か らは先ずは前部アクセン トへと、続いて後部アクセン トへと変化 して

行ったと考えられる。何故、そ してどのように前部アクセン トへと変化 したのだろうか。

下げ核を 「'」で表わす。複合動詞の語構成は 「連用形+終 止形」だから、アクセン トも当初

は 「[吹'き[出'す、拭[き'【出'す」のようだったと考えられる(但 しいわゆる高起式 ・低起式に

相当する対立や、低起式の際の昇 り核による上昇位置の対立は、本稿では考慮外とする)。なお

平板型動詞連用形は 「拭[き'」のように語末に核を有していたと考え られている(都 竹1951)。

その点にっいては1単 位形を扱 う3.1.3節 で再び触れる。 これが 「【吹'き出す、拭【き'出す」へ

と変化する為には、第一に後部要素が起伏型である場合にはその核が喪失 し、第二に後部要素

の音調句(以 下 「句」 と略す)が 喪失して低平化する必要がある。岡山市方言の2単 位形のデ

ータを見ると分かるように、後部要素の核の有無は揺れてお り、「切る、込む」においては元が

起伏型であるにもかかわらず無核の発音の方が多い。従って核の喪失と句の喪失の2段 階に分

けるのが妥当である。現象としては核と句の喪失だが、何故それが起こったのだろ うか。

そ もそも、上記の第2段 階の低平化を 「句の喪失」と捉えているが、この考え方は妥当だろ
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うか。上野(2009)「 句頭の上昇は語用論的意味によるJ等 によれば、句頭の上昇は、文におけ

る意味の切れ 目と意味の焦点を表示する機能を有する事が、 日本語アクセン ト論の共時的規則

として措定されている。「上昇」が起こらなければ低平化するのは道理である。意味が句を規定

すると言 うが、それは意味が原因となって音調が決まるということである。岡山市方言で2単

位形 として残る条件に 「1.前 部要素と後部要素の意味が並列的であること」を挙げたが、意

味的に切れ 目が存在するなら句は別々でいい。 もし意味の切れ目が明確でないなら、そのこと

自体が句を1っ に しよ うとする圧力を生む。 これを 「複合動詞の前部アクセン ト化」の原因 と

見る。句を喪失す る前段階として、句に含まれる核が先ずは剥がれ落ちることになる。また句

頭の上昇は左側にあるので、前部要素の句がそのまま複合動詞の句 としても残 ることになる。

意味の切れ目が音調を決める他の現象として、4モ ーラ畳語における2単 位形(秋 永1980:

404412)を 挙げることができる。高山(2012:19-20)で は、岡山市方言において 「動きや物事

の繰 り返 し」を含意す る際に2単 位形が用いられることを示 した(以 下に一部引用する)。ここ

で 「繰 り返 し」とい うのは、動きや物事の 「切れ目が明瞭」ということでもある。

次 に 、 話 者A1回 目 ・B・A2回 目 ・C・D・A3回 目の調 査 で 「13」【=「 【ピ」カ 【ピ1カ

と」の よ うな 音調 で 、2モ ー ラ の構 成 要 素 が 単独 で 単語 とな り うるか 否 か に か か わ らず 、

これ を2単 位 形 と呼 ん だ 】とな っ た語 の 例 文 を、度 数(高 々6)と 共 に次 に 挙 げ る。 【略1

次 に情 態 副 詞 か ら挙 げ る。 総 数 は遣 態 副 詞約500種 中138種(話 者A1回 目12種 、B

37種 、A2回 目30種 、C57種 、D55種 、A3回 目56種)と な っ た。 先 ず 度 数6.5.4.3

の も の を挙 げ る:「 か あ かあ鳴 く、かあ かあ と」5(以 下 「か あか あ と」 に相 当す る部 分 を省

略 して記す)、 「鋸 でぎ こぎ こ切 る」3、 「こ くこ く と頷 く」3、 「ちび ち び飲 む 」3、 「ち ょ くち

ょく来 る」5、 「ち ょび ち ょび飲 む」4、 「て くて く歩 くj4、 「にゃ あに ゃ あ鳴 く」4、 「の しの

し歩 く」5、 「の その そ歩 く」6、 「馬 がぱ かぱ か と走 る」5、 「ばか ばか 食 う」3、 「ひ ょこひ ょ

こ歩 く」3、 「ぴ ょこぴ ょこ歩 く」3、 「ほ い ほい引 き受 け る」4、 「ぽい ぽ い捨 て る」5、 「ぼ ち

ぼ ちや って くるj6、 「ぼ ちゃぼ ち ゃ泳 ぐ」3、 「ぽ っ ぽっ降 る」6、 「ぼ つ ぼつ 出 か け よ う」4、

「ぽ とぽ と落 ち る」4、 「ぼ とぼ と落 ちる」3、 「ぽ りぽ り噛 む 」3、 「よち よ ち歩 く」3、 盛 よ

2生蓮 一続 い て幽 の もの を挙 げ る:【 略 】、1遡 」【左 記 の もの の 大 多 数 は 、動 き

が繰 り返 して い る とい う解 釈 の公 算 が 高 い 】。 【略1塑 の もの は省 略 す るが 、 動 き

の 切れ 目が 必 ず しも明 瞭 で な いか 存 在 しな い も の が 多数 含 まれ て い る。 例 え ば度 数1の

「に こに こ笑 う」 は笑 顔 と無 表 情 との 繰 り返 しで は な く、 笑 顔 の継 続 を 意 味 して い る。

話者B【=本 稿 のA】 の 内省 報 告 に よれ ば 、 「ぼ こぼ こ叩 く」(方 言 形:ぼ こ ぼ こ)は

「13」だ と叩 くの が ゆ っ く りで 「核2」 【=「 ピ1カ]ピ カ と」 の よ うな 音 調 で 、 こ ち らは

1単 位 形 に 当 た る 】だ と速 い。ま た 「ぽ っ ぽ っ 降 る」は 「13」だ と降 るの が 少 量 で 「核2」

だ と多 量 で あ る。 【略 】話者A(3回 目) .【=本 稿 のD】 の 内 省 報 告 を列 挙す る:【 略 】 「ほ

そ ぼ そ 暮 らす 」 は 「13」な ら余裕 が あ る 、 「核3」 な らき ゅ うき ゅ う して い る。 「ひ ょこ

ひ ょこ、ぴ ょこぴ ょこ、ふ うふ う、ぷ うぶ う、ぽ くぽ く、ぽ こぽ こ、ぼ そ ぼそ 、 ぼた ぼ た、
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ぼ ちぼ ち、ぽ ち ゃぽ ちゃ、ぽ っぽっ 、ぽっ ぽっ 、ぽ とぽ と、ぼ とぼ と、ぽ りぽ り、ぽ ろぽ ろ」

は 「13」な らゆ っ く り、 「核2」 な ら速 く。 「ぶ うぶ う、ふ りふ り、 ぽ りぽ り、 も じも じ」

は 「13」な らゆ っ く り、 「核2」 な ら激 しく。 「ぷ ちぷ ち、ぽ かぽ か(と 殴 る)、 ぽた ぽた 、

み しみ しjは 「13」な ら ゆっ く り別 々 に、 「核2」 な ら速 く続 けて 。 「そ ろそ ろ(帰 ろ う)」

は 「13」な らゆ っ く り、 「核2」 な らも うい い加 減 に。 「ひ りひ り、ぴ りぴ り、ぽか ぽか(す

る)」 は 「13」な ら じん わ り、 「核2」 な ら強 烈 に。 「ぴ しぴ し ・び しび し(叱 る)Jは 「13」

な ら柔 か く じっ く り、 「核2」 な ら沢 山。 「ぽそ ぼそ(し た米)」 は 「13」な ら普 通 に 、 「核

2」 な ら余 計 に ば らば ら。 【こ の よ うに度 数 ・内省 の 両面 か ら分 析 を実 施 して い る。】

3.岡 山市方言などの複合動詞の1単 位形アクセント

上述のように、話者A,C,D,E,F,Gか らは一部の語彙で2単 位形アクセン トが観察されてい

るが、それ らは表1(後 述)で は 「前部アクセン ト」に準ずる例 として、1つ 目のピッチの山に

存在する核の位置をデータとした。言わば 「非後部アクセン ト」とい う括 りである。

複合動詞のアクセン トをその前部要素のアクセン トから共時的に予測 しようとした時に、デ

ータから見る限 り完全な予測は不可能であり、出来ることは 「典型的」なものを措定 した上で

そ こからの 「ずれ」を測ることである。この 「ずれ」は地点や個人によって異なる。 このとき

措定する 「典型的」な形として、前述の前部アクセン トと後部アクセン トを考える。前部アク

セン トは通時的には前部要素(連 用形)の アクセン トをそのまま反映 したものであ り、例えば

「[吹1き出す、拭1き]出す、1見】澄ます、【寝】転がる」などとなる。後部アクセン トは複合動詞

全体として次末核型または無核型であり、例えば 「吹[き出す、拭[き出】す」などとなる。なお

「見[澄】ます、寝【こjうがる」のよ うな 「典型的な例外」が存在するが、これは集計では 「後部

アクセン トjに 準ずる例として処理した。言わば 「非前部アクセン ト」という括 りである。

以上を踏まえ、次ページから表1、 続いて表2を 示す。表1は 既に述べたように、話者Aか

らGの 読み上げ調査のデータの一部(433語 中冒頭80語)を 掲載するものである(433語 の リ

ス トだけなら後述の表3を 参照すれば分かる)。紙幅の都合で本稿では一部のみの掲載となり、

全データの掲載は別稿に期することになる。なお、本稿の議論を理解する上で表1の 数字を細

かく読む必要はなく、様子が掴めればよい。また、表2は その 「全データ」を分析 し、前部要

素の型と前部 ・後部要素のモーラ数に応 じた、複合動詞の核の有無と位置の、度数 と割合を示

したものである。

表2で 「前部中」(例;[吹 】き出す、う[ご]き出す)と 「境界」(例;拭 【き】出す、さ[がし]出

す)と 「前部中=境 界」(例;[見 】澄ます、【寝】転がる)は 「前部アクセン ト」であ り、「後部中」

(例;吹[き 出1す、拭【き出]す、見[澄1ます、寝【こ]うがる、見[澄ま]す、寝[転が】る)と 「なし」

(例;吹[き 出す、見[澄ます)は 「後部アクセン ト」である。但し 「見【澄】ます、寝[こ】うがる」

のタイプは一定数ながら少数であり、表2で 算出した割合にはほとんど影響が無い。

表2に 続き、先ずは表2全 体に共通 して見られる特徴 と各話者に固有の特徴とを指摘し、続

いて変化の現象と原因、更には条件と順序を考察する。
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表1.岡 山市方言および尾道市方言における複合動詞のアクセント資料(80/433語 掲載)
全
柏

莇
拍

番
号

かな 涙宇
G
達

G
正

G
逆

G
正

G
前

F
達

F
正

F
逆

F
正

F
前

E
逡

E
正

E
逆

E
正

ε
前

0
逆

D
正

0
達

0
正

0
茜

C
鐵

C
正

C
渉

C
正

C
翫

8
正

8
萄

A
轡

A
正

A
嶺

A
正

A
幽幽

124あ り ◆える 有 り◇得る13333重313333薩3333t33331333313333

214い ◆あてる 射 φ当てる11313131001t塵1113033330111111013
314い ◆す ぎる 居 ◆過ぎる03131匿30330001133033330111101333

414い ◆とめる 射 ◆止 める13333131333SI3131133331211113111

524う き ◆でる 浮 き ◆出 る02223020222202222022220222202112

614き ◆がえる 罰 ◆管える03333030333303333033330333303333

714き ◆つける 罰 ◆付 ける03333030300303330033330313003333

814し+あefる 仕 ◇上 げる03333030303301333033330331101313

914し ◇い れる 仕 ◆入 れる03333030303003333033330333303333

1014し ◆かえる 仕 ◎替える03391030333303313033330300101113

1114し うかける 仕 φ拗 けるOl333030333303333033330313101311

1214し ◇たてる 仕+立 てる03331030333303333033330333103333

1314し,つ ける 仕 ◆付ける03331030303303113033330133103333

1414し ◇むける 仕 ◆向ける03333030333303333033330111103333

1514し ◆わける 仕 。分けるOl313030030303333033330303103333

1624つ き ◆でる 突き ←出る02232020222202222022230222202曾22

1794で ウかける 出 ◇樹け るllOOO1010000IlOOOl33331111113000

1814で ◇すぎる 出 ウ過 ぎる930301310000重 毒301133331001113301

1914に やしめ る 煮 や染め る01333000300003333033330101203333

2014に ◎たてる 黍 ◆立 てる03333030333303133033330313103313

2ll4に+つ ける 煮 ◆付け る03336030000003333033330113103333

22量4に ◆つめる 煮 ◆詰め る033置1030303塵033110333301111010電3

2324ぬ け ◆でる 抜け ◆出 る02222020222202222022220222202222

2414ね ◆すぎる 寝 ◆逼 ぎる01333030303001112033230111101113

2514ね ◆1まける 寝 ◆惚 ける03333030333303333033330333303333

2624`ま い ◆でる 鑑い ■出 る1璽11盲 重11011111111113111111111111

2724は み ◆でる 食み ◆出 る1111111重1901重111101111111111111t

2814ひ ◆われ る 干 ■割 れる11113131033313313133331303003033

2924ふ き ◆でる 吹き ◆出る13。31131書1111llllO11611111111111

3014み ◆あきる 見 春箆 きる1003313101001Il1書133331121110000

3114み ◆あげる 見 ◆上tfる1330010100001lI11133331161110001

3284み †か ける 見 ◆揖 ける11000131000010000133336300113013

3314み やかね る 見 ◆鮫 ねる13333101000010130133331121113111

3414み ◆さげる 見 ◆下tfる13013101000013303133331101110030

3514み ◆すてる 見 ◆捨てる130001010000IOOOO133331100110000

36,4み ◆つ ける 見 ◆付 ける1001010111111喧111133331110110133

37曾4み ◇つ める 見 や詰 める13013101001313ll1133331110113111

3814み ◆なれ る 見 ◆慣 れる11330重3130001璽330133331131011133

39,4み ◆わける 見 ◆分ける 蓼3330531000011100630331130013330

4024わ き ◆でる 湧 き 噸出 る02222020222202222022230222201222

4D25あ げ ◆か ける 上げ →揖ける02222020222202222022220222202222

4225あ て ◆はめ る 当て ウ俵 める02222020222202222022220222202222

4325あ み ◆おえる 編み ◎襲 える61111111000010000144411200111000

4425あ り ◆すぎる 有り ◎過 ぎる1411014,000011000140441002011020

4515い ウあわ せる 居 ←合 わせ るOlI41140000001114044440104404144

4625い い ◇あてる 言い ◆ 当てる02424020202202222020420222202222

4725い い やかえる 窩い+換 える02222020222202222022220222202222

4825い い ←す ぎる 言い+過 ぎる02222040200002222044440222202222

4925い き ウの びる 生き ◆廷 びる14440141000010000144441000011200

5025い れ ◆かえる 入れ ◆替 える04424020202202222022220220200222

5書25い れ ◆すぎる 入れ ウ遍 ぎる04222040222202222044420222200042

5225う え ◆つける 植 え ◆付ける02222040220202222022420222202222

5325う け →いれ る 受 け ◆入れ る14000101000010000100401000010000

5425う け ◆つける 受 け ◆付ける14040141000010000100401000010000

5525う け ◆とめる 受 け ◇止め る1400410軍000010000100401000010000

5625う ち ◆あける 打ち ◇明ける144401010000tOOOO100001010011000

5725う ち やこめ る 打ち+込 める141041410000重0000100401000010000

5825う ち ◆とける 打ち 尋解ける11104101000010000104041010111000

5925う ち ◆よせる 打ち ■寄せ る11101141202010101104041010112000

6025う り◆あ げる 亮 り◆上efるD4242040200002222022240022200022

6t25お い ◆かけレる 追 い ◆掛 ける02222040222202222022220222202222

6235お こり ◆える 起 こり ←得 るZ4444242422224444224422442422222

6325お し ◆あ てる 押 し+当 てる02422020222202222022220222202222

6425お り◆あ げる 織 り+上 げる11040141220011111100401201012120

6525お り◆審 げる 折 り◆曲lfる11010101000410000100001211012120

6625お り◆まぜる 織 り+交 ぜる14040841004010040104001202012122

5725か き ◆あlfる 書き →上 げる144雪4101000011000104101100012100

6825か け ←かえる 掛け →替える14442141000010000104001000010000

6925か り◇い れる 刈 リ◆入 れる04404000200002000004000222200200

7025か れ ◆はてる 枯 れ+果 てる02222020222202242022240222202222

7115き+あ わ せる 来 ◆合わ せる14411141000011111144441004010144

7225き え ◆うぜる 消え ◆失せ る02222020222202222044440222202222

7325き き ◆とれる 聞き ◆取れ る04242040222200222022420222202222

7485き ◆はじめ る 来 ◆始め る1量1841410101lIll1141401100011101

7515き ◆はじめ る 箭 ◆始め る01lllO40010001111044400100001114

7625き り ◆つける 切 リウ付 ける14444148000011010144001000011224

7725〈 い ◆あきる 食い ◇飽きる11411141000111111142221211111124

7825く い ◆とめ る 食い ◆止 める14411101000010000102221201010020

7925〈 み ◆あlfる 組み ◆上lfる14440121000010000122001222210004

8025《 み 壷たてる 盟 みt立 てる14440141000010000104201202210004
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表2.a.複 合動詞の核の有無と位置のデー タの分析(A;岡 山県岡山市北区内山下1949-)

要

点

前部要素の型

とモーラ(m)数

後部要素

のm数

複合動詞の核の有無と位置 合

計前部中1境 界 後部中 なし

分

布

状

況

平板型lm

任意

49(34%) 95(66%) 0 144

起伏型1m 74(22%) 154(45%) 116(34%) 344

平板型2,3m 7(1%) 411(72%) 142(25%) 8(1%) 568

起伏型2,3m 318(47%) 34(5%) 199(29%) 125(18%) 676

前

部
m

数

平板型2m

任意

4(1%) 383(71%) 142(26%) 7(1%) 536

平板型3m 3(9%) 28(88%) 0 1(3%) 32

起伏型2m 182(34%) 31(6%) 193(37%) 122(23%) 528

起伏型3m 136(92%) 3(2%) 6(4%) 3(2%) 148

後

部
m

数

平板型2m
2m 2(1%) 176(71%) 68(27%) 2(1%) 248

3m 2(1%) 207(72%) 74(26%) 5(2%) 288

起伏型2m
2m 70(55%) 10(8%) 41(32%) 7(5%) 128

3m 112(28%) 21(5%) 152(38%) 115(29%) 400

表2.b。 複合動詞の核の有無と位置のデー タの分析(B;広 島県尾道市西久保町1935)

要

点

前部要素の型

とモーラ(m)数

後部要素

のm数

複合動詞の核の有無と位置 合

計前部中1境 界 後部中 なし

分

布

状

況

平板型1m

任意

3(9%) 29(88%) 1(3%) 33

起伏型1m 2(2%) 45(51%) 42(47%) 89

平板型2,3m 3(2%) 90(62%) 47(32%) 5(3%) 145

起伏型2,3m 63(36%) 7(4%) 66(38%) 37(21%) 173

前

部
m

数

平板型2m

任意

0 84(62%) 47(35%) 5(4%) 136

平板型3m 3(33%) 6(67%) 0 0 9

起伏型2m 36(26%) 5(4%) 58(43%) 37(27%) 136

起伏型3m 27(73%) 2(5%) 8(22%) 0 37

後

部

m

数

平板型2m
2m 0 48(75%) 14(22%) 2(3%) 64

3m 0 36(50%) 33(46%) 3(4%) 72

起伏型2m
2m 21(64%) 0 7(21%) 5(15%) 33

3m 15(15%) 5(5%) 51(50%) 32(31%) 103

表2.c.複 合動詞の核の有無と位置のデータの分析(C;岡 山県岡山市南区妹尾1932-)

要

点

前部要素の型

とモー ラ(m)数

後部要素

のm数

複合動詞の核の有無と位置 合

計前部中1境 界 後部中 なし

分

布

状
況

平板型1m

任意

23(16%) 78(54%) 43(30%) 144

起伏型1m 53(15%) 59(17%) 232(67%) 344

平板型2,3m 5(1%) 471(83%) 24(4%) 68(12%) 568

起伏型2,3m 273(40%) 27(4%) 17(3%) 359(53%) 676

前

部
m

数

平板型2m

任意

0 444(83%) 24(4%) 68(13%) 536

平板型3m 5(16%) 27(84%) 0 0 32

起伏型2m 133(25%) 27(5%) 13(2%) 355(67%) 528

起伏型3m 140(95%) 0 4(3%) 4(3%) 藍48

後

部
m

数

平板型2m
2m 0 196(79%) 19(8%) 33(13%) 248

3m 0 248(86%) 5(2%) 35(12%) 288

起伏型2m
2m 63(49%) 1(1%) 9(7%) 55(43%) 128

3m 70(18%) 26(7%) 4(1%) 300(75%) 400
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表2.d.複 合動詞の核の有無 と位置のデータの分析(D;岡 山県岡山市南区妹尾1937-)

要

点

前部要素の型

とモーラ(m)数

後部要素

のm数

複合動詞の核の有無と位置 合
計前部中1境 界 後部中 な し

分
布

状

況

平板型1m

任意

47(33%) 93(65%) 4(3%) 144

起伏型1m 141(41%) 57(17%) 146(42%) 344

平板型2,3m 6(1%) 518(91%) 21(4%) 23(4%) 568

起伏型2,3m 341(50%) 5(1%) 22(3%) 308(46%) 676

前

部
m

数

平板型2m

任意

2(0%) 490(91%) 21(4%) 23(4%) 536

平板型3m 4(13%) 28(88%) 0 0 32

起伏型2m 202(38%) 5(1%) 17(3%) 304(58%) 528

起伏型3m 139(94%) 0 5(3%) 4(3%) 148

後

部

m

数

平板型2m
2m 1(0%) 233(94%) 7(3%) 7(3%) 248

3m 1(0%) 257(89%) 14(5%) 16(6%) 288

起伏型2m
2m 69(54%) 3(2%) 4(3%) 52(41%) 128

3m 133(33%) 2(1%) 13(3%) 252(63%) 400

表2.e.複 合動詞の核の有無と位置のデータの分析(E;岡 山県岡山市南 区妹尾1943-)

要

点

前部要素の型

とモーラ(m)数

後部要素

のm数

複合動詞の核の有無と位置 合

計前部中1境 界 後部中 な し

分
布

状
況

平板型1m

任意

1(1%) 139(94%) 8(5%) 148

起伏型1m 10(3%) 233(69%) 97(29%) 340

平板型2,3m 15(3%) 260(45%) 267(46%) 38(7%) 580

起伏型2,3m 216(33%) 26(4%) 233(35%) 189(28%) 664

前

部

m

数

平板型2m

任意

9(2%) 238(43%) 264(48%) 37(7%) 548

平板型3m 6(19%) 22(69%) 3(9%) 1(3%) 32

起伏型2m 83(16%) 25(5%) 220(43%) 188(36%) 516

起伏型3m 133(90%) 1(1%) 13(9%) 1(1%) 148

後

部

m

数

平板型2m
2m 7(3%) 94(37%) 144(56%) 11(4%) 256

3m 2(1%) 144(49%) 120(41%) 26(9%) 292

起伏型2m
2m 36(30%) 7(6%) 68(57%) 9(8%) 120

3m 47(12%) 18(5%) 152(38%) 179(45%) 396

表2.f.複 合動詞の核の有無と位置のデータの分析(F;岡 山県岡山市南区妹尾1927-)

要

点

前部要素の型

とモーラ(m)数

後部要素
のm数

複合動詞の核の有無と位置 合

計前部中1境 界 後部中 な し

分

布

状

況

平板型1m

任意

70(47%) 58(39%) 20(14%) 148

起伏型lm 118(35%) 73(21%) 149(44%) 340

平板型2,3m 2(0%) 522(92%) 6(1%) 38(7%) 568

起伏型2,3m 395(58%) 42(6%) 18(3%) 221(33%〉 676

前

部

m

数

平板型2m

任意

2(0%) 491(92%) 6(1%) 37(7%) 536

平板型3m 0 31(97%) 0 1(3%) 32

起伏型2m 255(48%) 41(8%) 15(3%) 217(41%) 528

起伏型3m 140(95%) 1(1%) 3(2%) 4(3%) 148

後

部

m

数

平板型2m
2m 2(1%) 217(88%) 5(2%) 24(10%) 248

3m 0 274(95%) 4(1%) 13(5%) 288

起伏型2m
2m 83(65%) 5(4%) 5(4%) 35(27%) 128

3m 172(43%) 36(9%) 10(3%) 182(46%) 400
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表2.g.複 合動詞の核の有無と位置のデータの分析(G;岡 山県岡山市南区妹尾1932-)

要

点

前部要素の型

とモーラ(m)数

後部要素
のm数

複合動詞の核の有無と位置 合

計前部中1境 界 後部中 な し

分

布

状

況

平板型1m

任意

50(34%) 95(64%) 3(2%) 148

起伏型1m 78(23%) 96(28%) 166(49%) 340

平板 型2,3m 14(2%) 503(88%) 23(4%) 33(6%) 572

起 伏 型2,3m 276(41%) 96(14%) 26(4%) 274(41%) 676

前

部

m

数

平板型2m

任意

6(1%) 476(89%) 22(4%) 32(6%) 536

平板型3m 8(22%) 27(75%) 1(3%) 1(3%) 36

起伏型2m 158(30%) 78(15%) 20(4%) 272(52%) 528

起伏型3m 118(82%) 18(13%) 6(4%) 2(1%) 144

後

部
m

数

平板型2m
2m 5(2%) 219(88%) 13(5%) n(4%) 248

3m 1(0%) 257(89%) 9(3%) 21(7%) 288

起伏型2m
2m 57(45%) 24(19%) 9(7%) 38(30%) 128

3m 101(25%) 54(14%) 11(3%) 234(59%) 400

3.1.岡 山市方言などの複合動詞の1単 位形アクセントのデータの分析 と解釈

3.1.1.表2全 体に共通 して見られる特徴と各話者に固有の特徴

表2の 「分布状況」を見ると 「前部中」型 と 「境界」型がほぼ完全に相補分布に従っており、

前部アクセン トは通時的には連用形のアクセン トを反映 しているとする考え方が妥当であると

分かる。但 し前部要素が起伏型の場合で 「境界」型をとるケースは話者によっては少数ながら

一定数ある。他方で、「後部中」型と 「なし」型は相補分布とまでは行かない。但 し話者Dの

データを見ると、前部要素が1モ ーラの場合には相補分布に近いものが成立してお り、東京方

言の 「山田の法則」3(核 保存の逆転)の 成立の可能性を窺わせる。一般的には前部要素が1モ

ーラで平板型の場合に、「なし」型になることはほとんどない(よ って後部アクセン トをとるな

らば必然的に 「後部中」型になる)と い う点が非常に強い傾向として存在 してお り、同じこと

は前部要素が2,3モ ーラで平板型の場合についても言える。他方で、前部要素が1モ ーラで起

伏型の場合に、「後部中」型になることは普通にあり、話者Dで さえ少数ながら一定数ある(そ

の割合が更に少 しだけ増えているのが話者Gの データである)。

前部要素が起伏型の場合で 「なし」型になる現象は、話者A,Bで はやや進行 している程度だ

が、話者C,D,E,F,Gで は前部要素が2,3モ ーラの語にまで大いに進行 している。話者C,Fに

至っては勢い余って、前部要素が平板型の場合でも 「なし」型になるケースが少数ながら一定

数ある(こ れ さえ無ければ、話者C,Fも また話者Dの データに近づ く)。これ らのことは通時

的には 「無核化」が前部要素1モ ーラの起伝型から始まって前部要素2,3モ ーラの起伏型へと

波及 していると解釈 される。「無核化」は原則として前部要素が起伏型のものにだけ起 こる。

前部要素が2,3モ ーラの場合で 「後部中」型になる現象は、話者A,B,Eで は大いに進行 して

3都 竹(1951:397)に 「東京アクセ ン トには
、山田美妙が発見 した 「複合動詞のアクセン トの式は、荊の要素

の式の反対になる。」といふ有名な法則がある」 とある。ここでい う 「式」は古い用躇で、平板型 ・起伏型を当

時は平板式 ・起伏式 と呼んだ。平板型 ・起伏型は無核 ・有核なので、核の有無の逆転 とも見ることができる。

一314一



岡山市方言の複合動詞の アクセ ン ト

いるが、話者C,D,F,Gで は萌芽的である。 これらのことは通時的には 「次末核化」が前部要

素1モ ーラの場合から始まって前部要素2,3モ ーラの場合へ と波及 していると解釈 される。「次

末核化」は、前部要素が平板型であろうと起伏型であろうと起 こっている。

前部アクセン トと後部アクセン トのバランスを見ると、前部要素が2,3モ ーラの場合にはど

の話者も多かれ少なかれ前部アクセン トを保っているのに対して、前部要素が1モ ーラの場合

には話者B,Eは 前部アクセン トをほとんど失っており、話者A,C,D,F,Gが 比較的強く保って

いるのと対照的である。また、前部要素が2,3モ ーラの場合についても話者によっては割合が

下がってきている。 これ らのことは通時的には 「後部アクセン ト化」が前部要素1モ ーラの場

合か ら始まって前部要素2,3モ ーラの場合へと波及 していると解釈される。

次に表2の 「前部m数 」を見ると、前部要素が3モ ーラの場合には後部アクセン トは萌芽的

であり、ほとんどが前部アクセン トで実現 しているが、他方で前部要素が2モ ーラの場合には

後部アクセン トが比較的発達している。また表2の 「後部m数 」を見ると、前部要素が2モ ー

ラの場合に、後部要素が2モ ーラより3モ ーラの方が後部アクセン トをとりやすいとい う傾向

が、多かれ少なかれ全話者に認められる。これらのことは通時的には 「後部アクセン ト化」が、

複合動詞全体に占める前部要素の比重が軽いものから順に起こっていると解釈される。

3.1.2.前 部アクセン トから後部アクセントへの変化の現象と原因

前部アクセン トから後部アクセン トへの移行は、現象としては 「無核化」と 「次末核化」の

2種 類の変化に分けることが出来る。 これ らの変化によって、複合動詞は2型 化す ることにな

る。複合動詞の2型 化の原因 として、純然たる音声変化の可能性はほとんど考えられない。前

部要素が起伏型である複合動詞の前部要素中にある 「核」が突然消滅 して平板化するとい う現

象を純然たる音声変化とは考えられないし、同じことがモーラ数の多い語の次末核化にっいて

も言える。従って類推変化の可能性が残される。次に 「体系内の多数派のパターンへの合流」

の可能性だが、東京方言の名詞などでそのような現象が起 こっていることが秋永(2002:52-56)

などで指摘されている。 しかし動詞においては基本的な2型 の うちのいずれかが多数派であっ

たという状況は考えにくい。他方で現代の東京では無核型複合動詞の次末核型化がモーラ数の

多い語から順に進行 しているが、これは一旦アクセントが2型 化 した上で更に1型 化が進行 し

ているということであり、動詞の2型 化とはまた別の現象であって、本稿では扱わない。

2節 で、2単 位形アクセン トから前部アクセン トへの変化は 「後部要素の核と句の喪失」と捉

え、その原因を 「意味の切れ目が存在 しないせいで2つ の句が1っ になろうとした」為である

と説明した4。ここではその続きを説 く。前部アクセン トにおける句というのは、複合動詞の句

であると同時に、今なお前部要素の句でもあり、「二重の解釈」を有していると考えられる。さ

て、例えば話者Aの ような比較的若い世代では前部アクセン トが後部アクセン トよりも 「表出

的(expressive)」 な傾向をもっが(4節 参照)、 これは東京で前部アクセン トのまま残っている

4再 掲する:上 野(2009)「 句頭の上昇は語用躊的意味による」等によれば
、句頭の上昇は、文における童塑

切れ 目と意味の焦点 を表示する機能を有する事が、臼木語アクセン ト論の共時的規則 として措定 されている。
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複合動詞の意味にっいても同じことが確認できる5。『新明解 日本語アクセン ト辞典』p.(54)「ア

クセン ト習得法則」45よ り以下に引用する。 これは秋永(2002:52)に も同様の記述がある。

注意② 但 し,強 めの意をもっ結合動詞は,前 部動詞のアクセン トを生かす傾向がある。

[モ'レ キ ク(漏 れ 聞 く)

[コ'キ ツ カ ウ(扱 き使 う)

オ[ソ'レ イ ル(恐 れ 入 る)

カ 【ジ'リ ツ ク(超 り付 く)

タ1タ'キ ツ ケル(叩 き付 け る)

ヒ【キズ'リ ダ ス(引 摺 り出す)

ヒ【ッパ'リ マ ワス(引 っ張 り回す)

これ ら前部動詞のアクセン トを残す型は,古 くはごく一般的なアクセン トで,高 年層

では個人によ り今でもごくふっ うに使われるが,中 ・若年層では強めの時にのみ使われ

ることが多い。そこで本文ではそれぞれ 《強は…》と記しておいた。

これ らのよ うに、意味的に焦点があるなら前部要素に句を局在 させていい。 もし意味の焦点が

無いなら、そのこと自体が句を脱局在化(=ア クセントの面でも焦点を無 くすこと)さ せよ う

とする圧力を生む。これを 「複合動詞の後部アクセン ト化」の原因と見る。前部要素に局在す

る句を脱局在化させる方法としては、句に含まれる核を失って全体を平板化 させるのが手っ取

り早い(無 核化)。また、句の 「二重の解釈」をやめて複合動詞の句としか解釈できないように

核の位置を右にず らすとい うこともできる(次 末核化)。要するに、ここでは前部アクセン トか

ら後部アクセン トへの変化を 「前部要素の核と句の喪失」と捉え、その原因を 「意味の焦点が

存在 しないせいで前部要素に局在する句が引き伸ばされようとした」為であると説明する。

3.1.3.前 部アクセン トから後部アクセン トへの変化の条件と順序

前部要素が平板型のものはモーラ数にかかわらず、原則として 「無核化」を起こさないとい

うことが表2か ら分かっている。結論から言えば、これは 「複合動詞の内部境界に存在する核

は共時的には前部要素の核ではない」からであると考えられる。前部アクセン トか ら後部アク

セン トへの変化は 「前部要素の核と句の喪失」なので、初めから前部要素の核ではなく、複合

動詞の核で しかないなら、喪失することはできないという理屈になる。

2節 で 「再び触れる」と書いていた、平板型動詞連用形の語末核にっいてここで説明する。

平板型動詞連用形の語末核は、「て」「た」「たり」に続く形(音 便形が発生する環境)に おいて

も一部の方言(東 京都青梅町、千葉県館山市北条を含む)に は残っている事が都竹(1951)に

指摘されている(例:ア1テ 】タ、ア[ケ]テ)。岡山市の話者K,Nは 「ハ【ジメ】テ(副 詞)」 と発音

するが、これは痕跡的な発音の可能性がある。ところが、音便形が発生する環境において真っ

先にこの語末核は失われた。現代の東京で連用形末尾に下がり目を有するのは 「聞ぎ さえ」「聞

き'も」「聞き'こそ」「聞き'は」「聞き'など」のような副助詞で、下がり目を有 しないのは 「聞

s同 様の現象は
、筆者がその後調査 した東京都東村山市にも見られたので、4節 の脚注8で 簡単に説 明す る。な

お 「表出的(expressive)」 というのは、「音韻的な有標性に基づく意味の強稠」を表わす用語である。
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きに]「 聞いて一」「聞いて'は」「聞いた'り」「聞いたコ 「聞きなが ら『」「聞きそ うな卿」「聞きま'

す」「聞きなさ'い」であるが、例えば岡山市では話者A,Hに よれば 「聞き'に行 く」「聞き'なが

ら」「聞きょ'一る」となり、連用形末尾に下がり目を有する環境が東京より少 しだけ広い6。通

時的には先ずは音便形が発生する環境から語末核が失われ始め、やがて東京のような状況に至

ったと考えられるが、連用形にとっての中心的な、使用頻度の高い、言わば基本形は 「て」「た」

「たり」に続く形であり、その他の形は副次的な、使用頻度の低い、言わば特殊形と見なされ

る。特殊形でいくら語末核を保っていようと、基本形が無核である限 り、使用頻度で見れば総

合的には無核であ り、語末核を保つ環境が減少 して行けば、そのような意識にはますます拍車

が掛かる。かくして、共時的には最早無核 となった平板型連用形か ら見れば、複合動詞の内部

境界に存在する核は 「予期せぬ核」であり、「前部要素の核ではなく、複合動詞の核で しかない」

とい うことになる。これが複合動詞の 「無核化」に際 して変化の条件(核 保存の義務化)と し

て働 くと考えられる。また逆に考えれば、音便形が発生する環境においても語末核を有 してい

た過去の段階では、「予期せぬ核」を予測する複合規則を立てるまでもなく、動詞連用形のアク

セン トをそのまま共時的に反映 して前部アクセン トが成立 していたとい うことになる。

「無核化」と 「次末核化」は、筆者の考えが及ぶ限りでは、どちらが先に起こらなければな

らないというものではない。2節 で考察した 「2単位形アクセン トの前部アクセン ト化」では、

核を喪失することなく句を喪失することは原理的に出来ないと考えられる。 しか し 「前部アク

セン トの後部アクセン ト化」では、核を保存 したまま句を脱局在化させ られるし、もちろん直

ちに核を喪失することもできる。「無核化」と 「次末核化Jの どちらが先行するにせよ、「前部

アクセン ト」という言わば資源のようなもの7を 「無核化」と 「次末核化」が食い潰して 「後部

アクセン ト」の山を築いていくのがこの変化の姿である。従って東京方言における 「山田の法

則」が成立する為には、「無核化」が著しく先行し、前部要素が起伏型である 「前部アクセン ト」

の資源を消費 しきっておく必要がある。さもないと、「次末核化」に資源を奪われて、相補分布

(核保存の逆転)が 成立できないからだ。 「山田の法則」に最も近い話者Dの データでさえ、

既に 「次末核化」に資源を奪われ始めており、「山田の法則」の成立は危 ういと思われる。

「無核化」も 「次末核化」も、先ずは前部要素が 篁モーラのものから始まり、複合動詞全体

に占める前部要素の比重が軽いものから順に伝染 していることが表2の データから分かってい

る。これは変化の動機が 「前部要素への句の局在を解消せんがため」であるということと関係

していると考える。即ち、最も局在 しているものから順に変化し始めるというわけである。

東京方言の 「山田の法則」と岡山市などの複合動詞のアクセン トとを関連付けて議論 してき

たが、ここでそのことの妥当性にっいて補足しておく。繰 り返しになるが、平板型連用形の核

は、「て」「た」に続く形においても一部の方言(東 京都青梅町、千葉県館山市北条を含む)に

6筆 者がその後調査 した東京都東村山市では 「聞ぎ に行 く」 「聞きなが ら一]と な り
、中間的な状態を示 した。

7語 彙によって
、また話者によって進行度にバラっきがある音韻変化(≠ 純然たる音声変化)に おける 「資源」

観をここで提示 している。 これは比喩の一種だが、この種の変化を表わすのに適切であると考えて用いた。た

とえ語彙の レベルでは変化前後の形で揺れていて も、集計数値の割合(%)の レベルでは一方通行の数値(%)の 流

れ と見なす ことによ り、揺れが捨象 され、固定化 ・可視化された変化前の形の割 合(%)を 、「資源」 と喩えた。
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は残っている事が都竹(1951)に 指摘されている。また岡山市のような複合動詞の 「前部アク

セン ト」についての指摘(東 京都青梅町、伊豆諸島大島元村を含む)の 歴史は秋永(1999)に

詳 しい。これに指摘が無い 「前部アクセン ト」の研究に、佐藤亮一による東京の山の手 ・下町

(東京都東部)と 東京都五日市町(東 京都西部)の 研究(佐 藤1991a,1991b,1992,1993)や 、

廣戸 ・大原(1952:4447)に おける島根県浜田市 ・鳥取県八東村(そ れぞれ山陰地方の西の端 ・

東の端であり、特殊なアクセン トを有する出雲を挟んでいる)の 研究がある。 これ らの研究を

総合すれば、東京においても古くは 「前部アクセン ト」が一般的だったと推定される。また動

詞連用形由来の名詞の単純語にっいては、これは動詞連用形とは祖語の段階からアクセン トが

違っていて、そのことが都竹(1951)で 指摘 されているが、それは単純語の場合であって、並

列の複合語(例;ア 【ゲ]サゲ、[ヨ】ミカキ)に 関 しては、『新明解日本語アクセン ト辞典』p.(26)

の法則18を 見る限 り、だいたい岡山市の複合動詞のようなパターンに従っている。これは東京

方言の古い複合パターンに関する傍証となる。このように、「前部アクセン ト」とい う共通の出

発点から岡山市や東京などの共時態が生 じていると考えること、岡山市を含む山陽地方の共時

態を調べることで東京の歴史を考えることは決して無理な話ではない。

4.岡 山市の話者Aに よる網羅的な内省調査

調査形態にっいては、本来は網羅的な内省調査を行 うべきだが、ほとんどの話者がこれに耐

えられないと考えられたため、原則として読み上げ調査のみ実施した。「耐えられない」理由と

しては話者の年齢 ・体力の問題や、音韻 ・意味に対するセンスの問題が挙げられる。本節では

この点を補完する為に、岡山市北区内山下(岡 山城のすぐ横)で 生れて18歳 まで過ごしたのち

東京に出た話者A(高 山澄子1949-;筆 者の母)を 被調査者 として、表1(433語)の 語彙の網

羅的な内省調査を実施 して表3に まとめた。18歳以降は何 らかの標準語の影響が考えられるが、

少なくとも複合動詞のアクセン トに関する限 り、非標準語的な特徴を強く保っていることを確

認 している。 とは言え方言話者の世代 としてはひとまわ り若い世代と見なす必要がある。

調査票(話 者用 ・調査者用)は 表1(433語)の 「漢字」から左の部分を印刷 し、調査者用で

は右側を記入欄 とした。表1に 存在しない、表3の 新たな省略記号は次のような意味である。

前核:前 部要素の核の位置(前 からnモ ーラ目);話 者Aの 場合。 「A前」と同 じ意味。

第一:第 一声。最も自然な発音を最初に言 うようにお願いした。但 し、第一声以外に最も

自然な発音が存在する事がのちに判明 した場合はそちらを採用 した。この 「第一」のデ

ータのみを対象 として表2と 同様の分析を行 う。いわゆる 「系列効果」は、内省調査と

いうものの性質上、ほぼ存在 しないと考えられる。

第二、第三、第四:第 二声、第三声、第四声。自然または可能な発音を、言った順に並べ

た(「第一」以外で)。第五声は存在 しなかった。「自然」と 「可能」の境界は曖昧であ り、

厳密な区別ではないが、調査の姿勢としては区別を心掛けた。「自然」は 「自分がよく使

う」、「可能」は 「自分は殆ど使わないが有り得る」、「不可」は 「自分は使わない し有 り
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得ない」とい う意味を想定 している。但し、備考に 「可能」と書いてあっても 「自然」

な場合がある可能性は否定できない。「可能」とい う表記は 「自然または可能」の意であ

ると解釈すれば正確である。「第一 ・第二 ・第三 ・第四」に存在 しないデータは全て 「不

可」の発音である。「第二 ・第三 ・第四」が表1と 同様の分析の対象 とな らないのは、単

語によって存在 した りしなかった りするため、「正順 ・逆順」のように等価関係にあると

は見なせず、また 「正順 ・逆順」は基本的にどれ も 「最 も自然な発音」が系列効果込み

で現れていると考えられるのに対 し、「第二 ・第三 ・第四」は寧ろマイナーな発音を拾い

集めたものに過 ぎないか らである。「第五声」は存在 しなかったが、そもそ も調査自体が

「前部中」型、「境界」型、次末核型、無核型の4種 類にっいてそれが可能かどうか尋ね

るとい う方式のもので、2単 位形などは端から存在 しないものとして調査 している。

備考:話 者の内省に関する補足事項。「第一 ・第二 ・第三 ・第四」に関する補足を中心とす

るが、前部要素の核の有無 と位置に関する補足や、アクセン トと意味 との関係に関する

補足などを述べる場合もある。1っ の文が複数行に渡ることがある。

n回 目調査(2012/110d):「 正順」で1ペ ージずっ計8回 の調査を1104か ら07の 期間に実

施 した。内省調査は被調査者への負担が大きく、小分けにして実施するほかなかった。6

回目中盤以降、「第四」を有する語彙が突如 として増大するが、これは調査に慣れて 「可

能」の意味する範囲が広がった為であると考えられ、6回 目中盤以前で 「不可」とされ

たものの一部が、実は 「可能」であったとして拾い上げられたと考えられる。この点に

限らず、回を重ねる毎に手際が良くなった。

なお、本稿の議論を理解する上では、次ページ以降に示す表3の 数字や文字を細か く読んで

行く必要はなく、大体の様子が掴めればよい(本稿で扱った433語 の単語 リス トは表3を 参照)。

また、表2.aと 同様のものを表3の 「第一」(系列効果のほぼ存在 しない 「正順」に相 当)の デ

ータか ら作成 して表4 .aと し、表3に 続いて示 した。但し 「第一」が 「#j(デ ータ無し)の も

のは、3節 の分析とのバランスを取 るため 「第二」を代 りのデータとした。

既に表2.aと その分析によって話者Aが 「岡山市方言の複合動詞のアクセン ト」を有する話

者であると認めるに差 し支えないことは分かっているので、ここでは表2.aと 表4.aと の違いを

見る。「分布状況」を見ると、表2.aの 方が 「なし」型の数が多い。 「前部m数 」に目立った差

は無い。「後部m数 」を見ると、表2.aの 方が前部要素平板型2モ ーラかつ後部要素3モ ーラの

ものからの次末核化、および前部要素起伏型2モ ーラかっ後部要素3モ ーラのものからの無核

化の勢いが少 し強い。即ち、内省調査の特徴として、読み上げ調査 と比べて後部アクセン トが

やや抑圧 されて前部アクセン トがやや水増しされる傾向が指摘できる。このことは話者Aに お

いて前部アクセン トの方が後部アクセン トよりも言わば 「規範的」であること、内省調査の方

が読み上げ調査よりも言わば 「規範的な発音」が出やすいこと、の2点 の可能性を示唆 してい

るが、そのような問題を考察す るには複合動詞のアクセン ト以外の現象も見る必要がある。
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表3.1.岡 山市の話者Aの 内省調査による複合動詞のアクセン ト資料(8分 の1)

前
核

全
拍

前
拍

番
号

かな 漢字
第

四

第
三

第

二

第

一
備 考(1回 目鯛 査;2012/1/04)

1241あ り+え る 有 り+得 る3

2141い+あ てる 射+当 てる311は 可能 だが 不 自然

3140い ÷す ぎる 居+過 ぎる31

4141い+と める 射 †止め る3

5240う き+で る 浮き ÷出る23

6140き+が える 着+替 える3

7140き+っ ける 着+付 ける313は 「着 せ る」/1は 「着 馴 れ る」

8140し+あ げる 仕+上 げる31

9140し+い れる 仕+入 れ る3

10140し+か える 仕+替 える#3意 味 不 明だ が無 理 に読 んだ ら3

11140し+か ける 仕+掛 ける31

12140し+た てる 仕+立 てる3

13140し+つ ける 仕+付 ける3意 味 が 「躾 け」なの で1は 不可

14140し+む ける 仕+向 ける3

15140し+わ ける 仕+分 ける311は 可 能 だが意 味 が 違 う

16240つ き+で る 突き+出 る32前 部 要 素 が単 独 で0の 場 合

16241つ き+で る 突き+出 る31前 部 要 素 が単 独 で1の 場 合

17141で ÷か ける 出 †掛 ける30

18141で+す ぎる 出+過 ぎる3101は 可 能 だが 意味 が 違 う

19140に+し め る 煮 ÷染め る3

20140に+た てる 煮+立 てる3

21140に+つ ける 煮+付 ける310

22140に+つ め る 煮 ÷詰 め る31

23240ぬ け+で る 抜 け+出 る32

24140ね+す ぎる 寝+過 ぎる310

25140ね+ぼ ける 寝 や惚 ける30

26241は い+で る 這 い+出 る133は 可 能だ が 余 り使 わ ない

27241は み+で る 食 み+出 る1303は 可 能だ が 余 り使 わ ない

28141ひ+わ れる 干't'割 れ る#1意 味 不明 だ が無 理 に読 んだ ら1

29241ふ き+で る 吹き+出 る130

30141み+あ きる 見+飽 きる300は 可 能 だが 余 り使 わ ない

31141み+あ げる 見 †上 げる031

32141み+か ける 見+掛 ける30

33141み+か ね る 見+兼 ね る031

34141み+さ げ る 見+下 げる310

35141み+す てる 見+捨 てる03

36141み+つ ける 見+付 ける310

37141み+つ め る 見+詰 め る031

38141み+な れ る 見+慣 れ る301

39141み+わ ける 見+分 ける30

40240わ き+で る 湧き+出 る23

41250あ げ †か ける 上 げ+掛 ける240

42250あ て+は める 当て+嵌 める240

43251あ み+お える 編 み+終 える14

44251あ り÷すぎる 有 り+過 ぎる410

45150い+あ わ せ る 居+合 わ せる4120(何 故 か)2も 自然

46250い い+あ てる 言 い †当てる240

47250い い †かえ る 言 い+換 える240

48250い い+す ぎる 言 い+過 ぎる420

49251い き+の びる 生き+延 び る042(何 故 か)1は 不可 、2は自然

50250い れ+か える 入 れ+替 える204

51250い れ+す ぎ る 入 れ+過 ぎる240

52250う え+つ ける 植 え+付 ける402

53251う け+い れる 受 け+入 れる04

54251う け+つ け る 受 け+付 ける40

55251う け+と め る 受け+止 める40

56251う ち+あ ける 打ち+明 ける40

572515ち+こ め る 打ち+i込 める40
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表3.2.岡 山市の話者Aの 内省調査による複合動詞のアクセン ト資料(8分 の2)

前
核

全
拍

前
拍

番
号

かな 灘 第
四

第
三

第
二

第

一
備 考(2回 目鯛 査;2012/1/05)

58251う ち+と け る 打 ち+解 ける04

59251う ち+よ せ る 打ち+寄 せ る40

60250う り+あ げる 売 り+上 げる4022は 可 能 だが意 味 が 少 し変 わ る

61250お い+か ける 追 い+掛 ける24

62352お こり+え る 起 こり+得 る4

63250お し+あ てる 押 し+当 てる204

64251お り+あ げる 織 り+上 げる140

65251お り+ま げ る 折 り+曲 げる410

66251お り+ま ぜ る 織 り+交 ぜる411は 可 能 だが 意 味 が 少 し変 わ る

67251か き+あ げる 書 き+上 げ る104

68251か け+か える 掛 け ÷替 える40意 味 が切 れ ないため1は 不 可

69250か り+い れる 刈 り+入 れる402前 部 要 素 は 単 独 で確 か に0

70250か れ+は てる 枯 れ+果 てる204

71151き+あ わ せ る 来+合 わ せる410

72250き え+う せる 消 え+失 せ る240

73250き き+と れる 聞 き+取 れ る240

74151き+は じめ る 来+始 める140

75150き+は じめ る 着+始 める104

76251き り+つ ける 切 り+付 ける410

77251く い+あ きる 食い+飽 きる140

78251く い ←とめ る 食 い+止 める402前 部 要 素 が 「食 う」とは 思 わ ない

79251く み+あ げ る 組み+上 げる4012だ と「汲 み 上 げ る」になる

80251く み+た てる 組 み+立 てる402意 味 が切 れ ないた め1は 不可

81250け し ←とめ る 消 し+止 め る240

82251け り+あ げる 蹴 り+上 げ る140

83251こ じ+あ ける こじ+關 ける140

84251こ じ ÷つ ける こじ+付 け る40意 味 が 切れ ないた め1は 不可

85350こ ろげ+で る 転 げ+出 る34

86251さ し+か える 差 し+替 える40意 味 が 切れ ない ため1は 不可

87250し に+か ける 死 に+掛 ける240

88150し+は じめ る 仕+始 める140

89251し め ÷つ ける 締 め+付 ける420(何 故 か)1は 不 可 、2は自然

90251す み+か える 住 み+替 える410

91251す り+き れ る 擦 り+切 れ る140

92251せ め+よ せ る 攻 め+寄 せ る140

93250そ め †つ ける 染め+付 ける240

94250た き+つ ける 焚 き+付 ける240

95251た ち+か ける 立 ち+掛 ける140

96251た ち+が れ る 立ち+枯 れ る40意 味 が 切 れな いため1は 不 可

97251た べ+つ ける 食べ+付 ける140

98251た れ+こ める 垂 れ+籠 める40意 味 が 切 れな いため1は 不 可

99251た て+か ける 立 て+掛 ける140

100250つ き+つ ける 突 き+付 ける204こ の巣 語 では1は 不 自然

101250つ み+あ げる 積 み+上 げる240

102250つ り+あ げる 釣 り†上 げる240

103251つ め+か える 詰 め+替 える240(何 故 か)1は 不 可 、2は 自然

104251で き+か ける 出 来+掛 ける140

105251で き+す ぎる 出 来+過 ぎる04

106151で †つ づ ける 出+続 ける401

107151で+は じめる 出 †始 め る140

108151で+む か える 出+迎 える40意 味 が 切 れ ないため1は 不 可

109250と び+お りる 飛 び+降 りる240

110251と り+い れ る 取 り+入 れ る40意 味 が 切 れ ないため1は 不 可

111251と り+か える 取 り+替 える40意 味 が 切 れ ないため1は 不 可

112251と り+き め る 取 り+決 め る40意 味 が 切 れ ないため1は 不 可

113251と り+た てる.取 り+立 てる401

114251と り+よ せ る 取 り+審 せる402(何 故 か)1は 不 可 、2は 自然
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高山 林太郎

表3.3.岡 山市の話者Aの 内省調査による複合動詞のアクセン ト資料(8分 の3)

前
核

全
拍

前
拍

番
号

かな 漢字
箱
四

第
三

第
二

第

一
備考(3回 目調査;2012/1/05)

115251に げ+の びる 逃 げ+延 び る140

116352ね が い+で る 願 い+出 る243(何 故 か)3も 自然

117251の み+こ め る 飲み ÷込 める401意 味 は切 れ ないが1も 可 能

118251は ね+お きる 跳 ね+起 きる14

119251は ね+の ける 擁ね+除 ける140「 よ」無 しでも無 核 は可 能 だが

120250は り+さ ける 張 り+裂 ける240例 え ば「擁 ね 除 けるよ」のように

121250ひ き+う ける 引き+受 ける240「 よ」が 付 くと無 核 が より自然 に

122250ひ き+し め る 引き+締 める240但 し「よ」有 りでも不可 の ことも。

123250ふ き+か える 葺き+替 える40意 味 が切 れ ないため2は 不 可

124250ふ み+こ える 踏み+越 える240

125250ぶ り+あ げ る 振 り+上 げる240

126251.Sち+あ ける ぶち+開 ける40「 打ち明 け」なの で1は 不 可

127251.Sち †あてる ぶち+当 てる140

128251.Sち+ま ける ぶち+撒 ける40意 味 が切 れ ないため1は 不 可

129251ほ め+た てる 褒 め+立 てる140

130250ま き+あ げ る 巻 き+上 げる140意 味 は切 れ ないが1は 自然

131251ま ち+ぶ せ る 待 ち+伏 せ る40意 味 が切 れ ないため1は 不 可

132151み+く らべる 見+比 べ る401

133251み せ+つ ける 見 せ+付 ける40意 味 が切 れ ないため1は 不可

134151み+ち がえる 見+違 える40意 味 が切 れ ないため1は 不可

135151み+つ づ ける 見 ←続 ける104

136151み+わ すれ る 見+忘 れ る140

137352も うし+で る 申し+出 る40意 味 が切 れ ないため1は 不 可

138251も ち+あ げる 持 ち+上 げ る401

139250や け+こ げる 焼 け+焦 げる240無 核 に付 く「よ」の 注 意 喚起 力tg

140250ゆ き+す ぎる 行き ÷過 ぎる240「 よ」が低 い と近 くの 人 に言 う感 し

141250よ ぴ+す てる 呼 びt捨 てる402「 よ」が高 い と遠 くに も向 けて。

142251よ み+か ける 読 み+掛 ける140

143131いtぬ く 射+抜 く20意 味 が切 れ ないた め1は 不 可

144130き+だ す 着+出 す120

145131き ÷だす 来+出 す1

146131け+こ む 蹴+込 む#1意 味 不明 だが 無理 に 読ん だら1

147131け+だ す 蹴+出 す#1意 味不 明 だが 無理 に 読ん だら1

148130し+き る 仕+切 る20

149130し+〈 む 仕+組 む2意 味 が 切れ ないた め0が 不 可

150130し+こ む 仕+込 む2意 味 が切 れ ないた め0が 不 可

151130し+だ す 仕+出 す120意 味 は 「仕 始 め る」

152131で+あ う 出+会 う20

153131で ÷きる 出+切 る120

154131で+ば る 出+張 る#2意 味 不明 だが 無理 に 読 んだら2

155131で+む く 出+向 く20

156130に+あ う 似+合 う20

157130に+こ む 煮+込 む120

158130に+だ す 煮+出 す1201「 煮 始 め る」/2,0「 汁を 出す 」

159130に+た つ 煮+立 つ120

160130に+つ く 似+付 く120「 似 ても似 付 かない 」で内 省

161130ね+い る 寝+入 る20

S62130ね+こ む 寝 †込 む120

163130ね+つ く 寝 †付 く120

164130ね ÷とる 寝+取 る120場 面で無 核 か 次末 核 か 決まる

165131み+あ う 見+合 う20事 実 を淡 々と述 ぺ てい る・

166131み 中いる 見+入 る20状 態 を表 す ・客観 的 なら次 末核

167131み+い る 魅+入 る02勢 いが ある ・人 に 対して言う・

168131み+き る 見+切 る02相 手 をしっか りと意 識 する ・

169131み+こ す 見 や越 す02感 情 を衷 す ・主 観 的なら無 核

170131み+こ む 見+込 む02と い う使 い 分 けが あると感 じる。

171131み+し る 見+知 る1
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岡山市方言の複合動詞の アクセ ン ト

表3.4.岡 山市の話者Aの 内省調査による複合動詞のアクセン ト資料(8分 の4)

前
核

全
拍

前
拍

番
号

かな 漢字
第

四

第
三

第

二

第

一
備 考(4回 目鯛 査 ・2012/1/06]

172131み+だ す 見+出 す120

173131み+と る 看+取 る20

174131み+と る 見+取 る102は 「看 取る」になる

175131み+な す 見+倣 す20

176131み+ぬ く 見+抜 く20

177131み+は る 見+張 る01.2は 不 可

178131み+ま う 見+舞 う20

179131み+や る 見+遣 る20

180240あ て+こ む 当て+込 む203

181241あ み+こ む 編 み+込 む130

182241あ み+だ す 編 み+出 す130

183241あ り+つ く 在 り+付 く302(何 故 か)1は 不 可 、2は 自然

184140い+あ わ す 居+合 わ す3021

185240い い+あ う 言 い ÷合 う230

186240い い+お く 言い+置 く302

187240い い+き る 言 い+切 る230

188240い い+け す 言 い+消 す230

189240い い ←さす 言 い や止す#3意 味 不 明 だが 無 理 に読 んだ ら3

190240い い+た す 言 い+足 す230

191240い い+だ す 言 い+出 す230

192240い い+つ ぐ 言 い+継 ぐ230

193240い い+な す 言 い+倣 す#3意 味 不 明 だが 無 理 に読ん だ ら3

194240い い+は る 言い+張 る230

195240い い+よ る 言い+寄 る230

196141い+お とす 射+落 とす310

197241い き ←ぬ く 生き+抜 く30

198241ふ っ+こ む 吹 っt込 む#3意 味 不明 だ が無 理 に読 んだ ら3

199241ふ っ+と ぶ 吹っ+飛 ぶ1301は 音 声 としては2だ が1と した

200241ふ え+だ す 増 え+出 す130

201241ふ き+け す 吹き+消 す130

202241ふ き+こ む 吹 き+込 む1302自 然なの は1だ が2も 可 能

203240ふ き †こむ 拭 き+込 む230

204241ふ き †だす 吹 き+出 す130

205241ふ き+だ す 噴 き+出 す130

206240ふ き+と る 拭き+取 る230

207241ふ け+ゆ く 更 け+行 く130

208240ふ み+い る 踏み+入 る230

209240ふ み+き る 踏 み+切 る230

210240ふ み+け す 踏 み+消 す230

211240ふ み+こ す 踏 み+越 す230

212240ふ み+こ む 踏 み+込 む320

213240ふ み+だ す 踏み+出 す230

214240ふ み+ぬ く 踏 み+抜 く320

215240ふ り+あ う 振 り+合 う230

216240ふ り+き る 振 り+切 る230

217240ふ り+こ む 振 り+込 む230

218241ふ り+こ む 降 り+込 む130

219241ふ り+だ す 降 り+出 す130

220240ふ り+だ す 振 り+出 す230

221240ふ り+ま く 振 り+撒 く302

222240ふ り+む く 振 り+向 く230

223241ふ り+や む 降 り+止 む130

224240ふ れ+あ う 触れ+合 う230

225240ふ れ+こ む 触 れ+込 む302

226240ふ ん+ば る 踏 ん †張 る31,2.0は 不 可

227241ぶ ち+こ む ぶ ち+込 む130

228241」 §」ミち匡+わ る.Sミ ち+憲1る130
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高山 林太郎

表3.5.岡 山市の話者Aの 内省調査による複合動詞のアクセン ト資料(8分 の5)

前
核

全
拍

前
拍

番
号

かな 漢字
冤
四

第
三

第
二

第

一
傭 考(5回 目鯛 査;2012/1/07:

2Z9241へ し+お る 比 し+研 る310

230141へ+め ぐる 経+巡 る#3意 味 不明 だが 無理 に 読 んだ ら3

231240ま き+こ む 巻き+込 む230

232240ま き+つ く 巻き ÷付 く230

233141み+あ た る 見+当 たる03

234141み+あ るく 見+歩 く30

235141み+あ わす 見+合 わ す031

236141み+い だす 見+出 だす230(何 故 か)1は 不可 、2は自然

237241み え+す く 見 え+透 く01.2,3は 不 可

238241み え+だ す 見え+出 す130

239141み+お くる 見+送 る01.2.3は 不 可

240141み+お とす 見+落 とす310

241141み+お ろす 見+下 ろす310

242141み+か えす 見+返 す030「 認 めさせ る」/3「見 直す 」

243141み+か える 見+返 る30な お 「見+直 す 」は 順 に2301

244141み+か ぎる 見+限 る30と いう発音 が 聞 かれ た 。

245141み+か わ す 見+交 わ す0130は 故意 に 」 は偶 然.目 が合 う

246141み+く だす 見+下 す130

247141み+く びる 見+総 る30

248141み+ご ろす 見+殺 す30

249141み+す か す 見+透 か す03

250141み+す ごす 見+過 ごす0311は 「見 落 とす」の場 合

251141み+す ます 見+澄 ます#1「 聞 き澄 ます21か ら類 推 して1

252241み せ+あ う 見 せ+合 う1320(何 故か)2も 自然で意 味 は 同 じ

253141み+つ か る 見+付 かる130

254141み+つ くす 見+尽 くす130

255141み+つ もる 見 †積 もる30

256141み+と おす 見+通 す03

257141み'な おす 見 †直す310旧 番251で2が 出現 したが 不 可

258141み †ならう 見+習 う30

259141み+の がす 見+逃 す031

260141み+の こす 見.残 す130

261141み+は なす 見+離 す30

262141み+は らす 見+晴 らす03

263141み+ひ らく 見 †開 く130

264141み+ま がう 見+紛 う30

265141み+ま もる 見+守 る30

266141み+ま わ す 見+回 す130

267141み+ま わ る 見+回 る03

268141み ÷やぶ る 見+破 る30

269141み+わ たす 見 †渡す03

270240む き+あ う 向き+合 う302

271240む き+だ す 剥き+出 す230意 味 は「剥 い て出す 」

272241も ち+さ る 持 ち+去 る301

273241も ち+だ す 持ち+出 す130

274241も ち+よ る 持ち+寄 る301

275240も み †あう 操 み ÷合 う302「 揉 む 」自体0,1で 揺れ てい るが

275241も み+あ う 揉 み+合 う301単 独 はO、前 部 は1が 優 勢に 。

276241も み+け す 揉 み+消 す301《 何 故 か)2は 不可

277240も り+こ む 盛 り+込 む230前 部 要 素 は単 独 で確 か に0

278240や き+き る 焼 き+切 る230

279240や き+つ く 焼 き+付 く230

280240や け+し ぬ 焼 け+死 ぬ230

281240や け+つ く 焼 け ÷付 く230

282241や み+つ く 病み+付 く30

283240や り+あ う 遣 り+合 う230

284240や り+ぬ く 遣 り+抜 く230T'

285240ゆ き+あ う 行 き+会 う302だ と「出くわす 」の 意 にな らない
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岡山市 方言の複合動詞の アクセ ン ト

表3.6.岡 山市の話者Aの 内省調査による複合動詞のアクセン ト資料(8分 の6)

前
核

全
拍

前
拍

番
号

かな 漢字
第

四

第
三

第

二

第

一
備考(6回 目調 査;2012/1/07)

ZUbz4u伊iぎ+刀 、つ 行 啓 †父 つzuu

287240ゆ き+つ く 行き+着 く230

288240よ び+あ う 呼 び+合 う230

289240よ ぴ+こ む 呼 び+込 む230

290240よ び+だ す 呼 び+出 す230

291241よ み+と る 翫 み+取 る301

292240よ り+あ う 寄 り+合 う302

293240よ り+そ う 寄 り+添 う230

294241よ り+だ す 選 り+出 す130前 部 要 素 は里 独 で確 か に1

295240よ り+つ く 寄 り+付 く302

296241よ り+ぬ く 選 り+被 く302(何 故 か)1は 不可 、2は自然

297240わ き+た つ 沸 き+立 つ230

298240わ り+き る 割 り+切 る230

299240わ り+こ む 割 り+込 む230

300240わ り+だ す 割 リ+出 す230

301240わ り+び く 割 り+引 く30

302240わ り+ふ る 割 り+振 る302

303352あ い し+あ う 愛 し ÷合う240前 部 要 素 は単 独 で確 か に2

304250あ て+は まる 当て+嵌 まる240

305251あ り ←あ まる 有 り+余 る140

306250い い+か えす 言 い+返 す240

307250い い+つ か る 言 い+付 か る240

308250い い+な おす 言 い+直 す240

309352い か し ←きる 生 か し ÷切 る240

310251い き ←か える 生 き+返 る140

311251い き+の こる 生 き+残 る410

312352う ごき †だす 動 き ÷出 す240

313251う ち+こ ろす 撃ち+殺 す4120(何 故 か)2も 可 能

314250う り't'あるく 売 り+歩 く240

315250お い+か えす 追 い+返 す240

316251お き+あ が る 起 き+上 が る4012(何 故 か)2も 可 能

317250お し†たおす 押 し+倒 す240

318350お ぼれ+し ぬ 溺 れ+死 ぬ340

319352お もい+こ む 思い+込 む2403(何 故 か)3も 可 能

320251お れ+ま が る 折れ+曲 がる1402(何 故 か)2も 可 能

321250か い+た たく 買い+叩 く240

322250か い+ま くる 貿い+ま くる240

323352か えり+つ く 帰 り+着 く2403(何 故 か)3も 可 能

324251か き+な おす 書 き+直 す4012(何 故 か)2も 可 能

325251か き+ま わす 掻 き+回 す140

326251か け+ま わ る 駆 け+回 る140

327352か じり+つ く 詔 り+付 く2403(何 故 か)3も 可 能

328251か み+こ ろす 噛 み+殺 す1240(何 故 か)2も 可 能

329352か らみ+つ く 絡み+付 く2340(何 故 か)3も 可 能

330250き え+か か る 消 え †掛 かる240

331250き き+お とす 聞 き+落 とす240

332250き き+も らす 聞 き+漏 らす240

333350き こえ+だ す 聞こえ+出 す3402は 不 可

334251き り+お とす 切 り†落 とす1402(何 故 か)2も 可 能

335251き り+は なす 切 り+離 す4012(何 故 か)2も 可 能

336251く い+あ らす 食 い+荒 らす1240(何 故 か)2も 可 能

337352く さり+き る 腐 り+切 る2340(何 故 か)3も 可 能

338251く み+あ わ す 組 み+合 わす402《 何 故 か)1は 不 可 、2は 自然

339251く り+あ が る 繰 り+上 がる4012(何 故 か)2も 可 能

340352く わ え やこむ 街 え+込 む2403(何 故 か)3も 可 能

341251け り+た おす 蹴 り+倒 す1402(何 故 か)2も 可 能

342251こ き+つ か う 扱き+使 う140
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高山 林太郎

表3.7.岡 山市の話者Aの 内省調査による複合動詞のアクセン ト資料(8分 の7〕

前
核

全
拍

前
拍

番
号

なか 漢字
第

四

第
三

第
二

第

一
備 考(7回 目調 査;2012/1/07)

343251こ ね+ま わす 捏 ね+回 す140

344352こ び り+つ く こび り+付 く240

345352こ まり+き る 困 り+切 る240

346350こ ろげ+こ む 転 げ+込 む340

347350さ が し÷だす 捜 し+出 す340

348250さ き+か か る 咲き+掛 か る240

349251さ し+せ まる 妥 し+迫 る40

350352さ らけ+だ す 曝 け+出 す2403は 不可 、前 部要 素 は0で なく2

351352し ゃべ り+だ す 喋 り+出 す240

352352し が み †つく しが み+付 く23403も 可 能 、前 部 は 「噛む 」な ので2

353250し き+な お す 敷き+直 す240

354250し に+い そ ぐ 死 に+急 ぐ420

355352し のび+こ む 忍 び †込む2403(何 故 か)3も 可 能

356352し ぼ り+と る 搾 り+取 る2340(何 故 か)3も 可 能

357250し れ+わ たる 知 れ+渡 る240

358352し ん じ+あ う 信 じ+合 う24033も 可 能 、前 部 要 素 は1で なく2

359352じ ゅくし+き る 熟 し+切 る240前 部 要素 は0で なく2

360251す き ÷この む 好き ÷好 む4120(何 故 か)2も 可 能

361350す す り+な く 畷 り+泣 く20433も 可 能 、前 部 要 素 は2で なく0

362251す み+か わる 住 み+替 わる140

363251す り+へ らす 磨 り+減 らす1240(何 故 か)2も 可 能

364251ず り+さ が る ず り+下 が る140

365352そ びえ+た つ 聲 え+立 つ240

366251そ り+か える 反り+返 る1240(何 故 か)2も 可 能

367352た おれ+こ む 倒れ+込 む2340(何 故 か)3も 可 能

368352た す け+あ う 助 け や合 う2340(何 故 か)3も 可 能

369352た ずね+あ う 尋 ねt合 う2340(何 故 か)3も 可 能

370352た たき+わ る 叩き+割 る2340(何 故 か)3も 可 能

371251た ち †あが る 立 ち+上 が る1402(何 故 か)2も 可 能

372251た ち+ど まる 立ち+止 まる40

373251た ち+な おる 立ち+直 る40

374251た て+な おす 立 て+直 す401「 建 て直 す 」なら140で1が 最 善

375352た どり+つ く 辿 り+着 く2340(何 故 か)3も 可 能

376251た べ+お わる 食 べ+終 わる104

377251た れ+さ が る 垂 れ+下 がる140

378250だ き+お ろす 抱き+下 ろす240「 突く」自体がO.1で 揺 れ ている

379250つ っ+ぱ しる 突 っ+走 る4022は 音 声 通 りに2と した

380250つ き+さ さる 突 き †刺 さる21401,2,4の 順 で刃 が 進行 す る;

381251つ け+あ がる 付 け+上 が る401刃;1は 当たった ばか りで 、

382250と い+あ わ す 問い+合 わす240刃;2は 体 重が 掛 か っていて 、

383250と び+ま わる 飛 び+回 る420刃;4は 刺 さったあとの 状 態。

384251と り+し きる 取 り+仕 切 る420(何 故 か)1は 不 可 、2は自然

385251と り+し まる 取 り+締 まる40

386250な き+お とす 泣 き+落 とす240

387250な き+く るう 泣き+狂 う420

388352な の り+あ う 名乗 り+合 う2340(何 故 か)3も 可 能

389251な り 寺すます 成 り+済 ます240(何 故 か)1は 不 可.2は 自然

390150ね+こ るがる 寝+転 が る2t40(何 故 か)2が 最 善

391251の し+か か る 伸 し+掛 か る1240(何 故 か)2も 可 能

392251の み+く だす 飲 み+下 す1240(何 故 か)2も 可 能

393250の り+う つる 乗 り+移 る240

394250は き+ふ るす 履 き+古 す240

395352は なし+あ う 話 し+合 う2403(何 故 か)3も 可 能

396251は ね+と ばす 跳 ね+飛 ばす140

397250は れ やあがる 腫 れ+上 が る240

398250ひ っ+こ ます 引っ+込 ます4022は 音声 通 りに2とした
.?.qo,50A費+iXXts竃 雪貞}+ニニ{∬1る ク4n
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表3.8.岡 山市の話者Aの 内省調査による複合動詞のアクセン ト資料(8分 の8)

前
核

全
拍

前
拍

番
号

かな 漢字
第

四

第

三

第

二

第

欄
備 考(8回 目調査;2012!1/07)

400251b、 き+あ が る 吹 き+上 がる1240

401250b・ り+お とす 振 り+落 とす240

402250b・ り+か える 振 り'返 る240

403251bり+か か る 降 り+掛 かる2140(何 故 か)2が 最 善

404250bり+し ぼ る 振 り+絞 る240

405350ほ うり †だ す 放 り†出す340

406251ほ り+お こす 掘 り+起 こす1240(何 故 か)2も 可 能

407352ま か せ キきる 任 せ+切 る240

408251ま き+ち らす 撒き+散 らす4120(何 故 か)2も 可 能

409352ま ぎれ+こ む 紛れ+込 む2340(何 故 か)3も 可 能

410251ま ち+あ わ す 待 ち+合 わす420(何 故 か)1は 不可 、2は 自然

411352ま もり+ぬ く 守 り+抜 く240

412352ま よい+こ む 迷 い+込 む2340(何 故 か)3も 可 能

413350ま わ り+だ す 回 り+出 す340

414151み+う しなう 見+失 う04

415151み+つ くろう 見+繕 う40

416151み+ま ちが う 見+間 違 う40

417250む き+あ わす 向き+合 わす240

418352む せび+な く 咽 び+泣 く240前 部 単 独 は あえて読 む なら2

419250も え+あ がる 燃 え+上 が る240

420251も ち+か える 持 ち †帰 る1401「 何 か 荷 物 を」/4「 お土 産 を」

421251も ち+は こぶ 持 ち+運 ぶ041

422250も り+あ が る 盛 り+上 が る240

423250や き+っ くす 焼 き+尽 くす240

424352や ぶ り+と る 破 り+取 る2403霰;2は 「破 って取 る」という動 き

425250や り+な おす 遣 り+直 す240破;3は 「濡 らして」でなく(手段)

426250ゆ き+づ まる 行 き+詰 まる240破;4は 「破 り」が 名 詞 み たい

427250ゆ れ+う ごく 揺れ+動 く240

428251よ じ+の ぼ る 翠 じ+登 る1240(何 故 か)2も 可 能 、1と意 味 同 じ

429250よ び+も どす 呼 び+戻 す240

430251よ み+か えす 読 み+返 す140

431251よ み+な お す 読 み+直 す1240(何 故 か)2も 可 能

432352よ わ り+き る 弱 り+切 る240

433352わ か り+あ う 分 か り+合 う2340(何 故 か)3も 可 能

表4.a.複 合動詞の核の有無と位置のデータの分析(A;岡 山県岡山市北区内山下1949)

要

点

前部要素の型

とモーラ(m)数

後部要素

のm数

複合動詞の核の有無と位置 合

計前部中1境 界 後部中 な し

分

布

状

況

平板型1m

任意

11(31%) 25(69%) 0 36

起伏型lm 19(22%) 45(52%) 22(26%) 86

平板 型2,3m 2(1%) 111(79%) 28(20%) 0 141

起 伏 型2,3m 101{59%) 3(2%) 62(36%) 6(3%) 172

前

部

m

数

平板型2m

任意

1(1%) 104(78%) 28(21%) 0 133

平板型3m 1(13%) 7(88%) 0 0 8

起伏型2m 66(49%) 3(2%) 60(44%) 6(4%) 135

起伏型3m 35(95%) 0 2(5%) 0 37

後

部

m

数

平板型2m
2m 0 44(72%) 17(28%) 0 61

3m 1(1%) 60(83%) 11(15%) 0 72

起伏型2m
2m 21(60%) 0 13(37%) 1(3%) 35

3m 45(45%) 3(3%) 47(47%) 5(5%) 100
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さて、表4.aの データは表2.aの データとほぼ一致 したが、内省調査の価値は寧ろそれ以外の

部分にあると考える。表3で 「第一 ・第二 ・第三 ・第四」として挙げられた 「自然または可能」

な発音はかな りの広範囲に渡っていて、4種 類が可能なケースも少なくない。このことの背景

には、「場面や意味次第で発音が変わる」(話者A)と い う事情があると考えられ る。「備考」欄

に記 した、アクセン トと意味との関係に関する傾向の記述を抽象化すると、次のようになる。

1.前 部アクセン トと後部アクセン トで意味が異なる。前部アクセン トでは前部要素の動作

が意味的に独立しているか、意味的に強調されている。後部アクセン トでは前部要素

と後部要素が組み合わさり一体 となった、ただの足 し算ではない意味を表す。従って

前部アクセン トが可能な場合は後部アクセン トも可能であることが非常に多いが、後

部アクセン トが可能であっても前部アクセン トが可能でない場合は少なくない。

2.前 部アクセン トの中でも、元が 「前部中」型のものに限 り 「境界」型のアクセ ン トも取

ることが出来て、「前部中」型と 「境界」型とで意味が異なる8。「前部中」型では前部

要素の動作に特殊な意味が付与 されることはないが、「境界」型は前部要素の動作を 「手

段」として後部要素の動作が行われることを表す。前部要素(平 板型 ・起伏型を問わ

ない)が1モ ーラの場合に対する 「境界」型は、後部要素の1モ ーラ目に下が り目が

来る発音となる(こ れは3節 冒頭で述べた 「典型的な例外」に当たる)。

3.後 部アクセン トの中でも、「次末核」型と 「無核」型 とで意味が異なる。「事実を淡々と

述べている ・状態を表す ・客観的」なら 「次末核」型になり、「勢いがある ・相手を し

っかりと意識す る・感情を表す ・主観的」なら 「無核」型になる傾向がある9。例えば、

自分が木に 「禁 じ登 る」場面では 「無核」型に、物語の中でジャックが豆の樹に 「肇

じ登る」ことを子供に話 して聞かせる場面では 「次末核」型にな りやすい(話 者A)。

「無核」型は、「終助詞 ヨ」が付かなくても可能だが 「ヨ」が付 くとより自然になる。

「無核J型 への 「ヨ」の付き方には 「低接」型 と 「高接」型がある。「低接」型は近く

にいる人間に対して、「高接J型 は遠 くにも向けて話す場合に用いる傾向がある。

このようなアクセン トと意味との関係がどこまで通用するかにっいては、話者A個 人の内省で

もあり、定かではないが、少な くとも先行研究の説明と重なる部分にっいては 「山陽地方など

8同 様の現象は
、笙者がその後調査を実施 した東京都東村 山市にも見 られ る。但 し、 「前部中j型 は複合動詞の

表わす動作がそのまま真剣に行われ ることを表わ し、「境界」型はその真剣さの弱ま りを表わす。例えば、契約

書なら 「読'み返すjの み容認され るが、漫画なら 「胱み'返す」 も容認 される。本気の果 し合いな ら 「殴'り殺

す」だが、一種 の冗談なら 「殴 り'殺す」 となる。選挙に協力して 「引っ張'り回 された」場合は 「嫌で嫌で仕方

がなかった」とい う意味になるが、「引っ張 り'回された」場合は 「貢献できてよかった」 ことを含意す る。 こ

れはアクセン トが前寄 りであればあるほど、秋永(2002:52)の 言 う 「強め」が強 まっていると解釈できる。
9こ こでは言舌者の内省をそのまま記 したが

、もしも類型輪的に分析す るなら、星泉(2010)に お けるチベ ット

語の述語の 「自称モー ド(自 分に関することを語る):他 称モー ド(客 観的な事実と して語 る)」の区別が類例

として挙げ られ る。即 ち、「「無核」型:「次末核」型=自 称モー ド:他 称モー ド」である。筆者がその後調査 し

た東京都東村山市では4モ ーラ畳語の形容動詞においても 「ピカピガ'だ:ピ カ ピカだ一=語末核型=無 核型=個

別感覚(or予 想外):共 有感覚(or法 則通 り)≒ 自称モー ド:他 称モー ド」 とな るが、詳細は別稿に譲 る。
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の複合動詞のアクセン ト」一般の性質と見てよいと考える。 「1.前部アクセン トと後部アクセ

ン トで意味が異なる」以外の現象はどう解釈されるだろうか。

例えば 「2.前部アクセン トの中でも、元が 「前部中J型 のものに限り 「境界」型のアクセン

トも取ることが出来て、「前部中」型 と 「境界」型 とで意味が異なる」は、前部アクセン トのま

まで核を喪失 して動詞の意味が変化する現象 と解釈できるかもしれない。岡山市方言の2単 位

形アクセン トにおいて無核化 した後部要素 「切る、込む」が類例に当たる。

また、例えば 「3.後部アクセン トの中でも、「次末核J型 と 「無核」型とで意味が異なる。「事

実を淡々と述べている ・状態を表す ・客観的」なら 「次末核」型になり、「勢いがある ・相手を

しっか りと意識する ・感情を表す ・主観的」なら 「無核」型になる傾向がある」は、表4.aの

数値を見る限 り、「無核」型の方が 「表出的(exp1essive)」10と いうことであり、「無核化」が一

定以上捗らずに 「次末核化」が大きく進行 した話者において 「無核」型が有標となった為に生

じた意味の区別ではないか、と解釈できるかもしれない。

5.お わ りに

本稿の議論に関連 した様々な課題を、誰がどのように解明 してきたかという点について、本

稿でまだ述べていない点を中心に、筆者の理解する範囲でまとめてみたい。

澤田はデータの分析手法を確立 した上で複合動詞の2型 化等の諸現象を指摘 したが(澤 田

(1990)要 旨より)、平板型連用形の語末核の喪失が変化の条件になる点にっいては、これは筆

者自身による発案であ り、上野や澤田の助言 ・指摘によるものではない。澤田(1990)要 旨に

は次のようにある。

前部アクセン トは、複合動詞の前部要素(連 用形)の アクセン ト核の位置をそのまま

引き継いでいるといえる。ただしこのとき、「平板型」動詞連用形は末尾モーラに核を

持つ ものと分析す る。論文後半では、この地域での連用形 と助詞 ・助動詞の接続の分析

を通 して、この分析が有利であることを論 じている。

これに対 して、本稿では次のように指摘することになった。

かくして、共時的には最早無核 となった平板型連用形から見れば、複合動詞の内部境界

に存在する核は 「予期せぬ核」であ り、「前部要素の核ではなく、複合動詞の核で しかな

い」ということになる。

Io「 表出的(exprおsive)」 とい う用語を本稿では用いてきたが
、この場合に限 り、工藤真由美の用語に も重な

っているため、誤解 が生 じる恐れがある。工藤(2007)に よれば、愛媛県宇和島方言の形容詞では 「叙述jの

「アカイ ワイ/ア カイ(ゼ)」・「元気ナイ/元 気ナ{ゼ)」に対 して 「表出」の 「アカヤ」・「元気ヤ」が存在 し、「〈表

出〉の 「アカヤ」にはテンス分化がな く、発話時における話 し手の感情 ・感覚や評価を表出する」 とされる。

説明を読む限 り、前述の星泉(2010)と の関係は、「表出:叙 述 ≒自称モー ド:他 称モー ド」 となる。 しか しな

が ら、本稿の 「表出的(expressive)」はあ くまでも 「音韻的な有標性に基づ く意味の強翻」を表 わす言葉である。

セ グメン トにおける 「表出的(expressive)」の例としては、ハ行音に対するバ行音の共時的な地位が挙げ られる。
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山陽地方などの複合動詞のアクセン トの古層を記録 し分析する調査研究で最重要のものは都

竹(1951)で あるが、その次に重要なのは廣戸 ・大原(1952)で ある。その廣戸 ・大原(1952)

には山陰地方の一部では前部要素が起伏型である複合動詞の平板化が著 しく先行 していると

書かれている(従 って山田の法則の成立が有望である)が 、前部要素が起伏型である複合動

詞の平板化が著 しく先行 しなければ山田の法則が成立する望みは無いという点にっいては、

筆者は2月17Hに 澤 田と会談するまで気付かなかった。

前部要素が平板型の場合に内部境界の核が保存される理由と、前部要素が起伏型の場合の

平板化が著 しく先行 しなければ山田の法則は成立 しない点にっいて理解 し、データと併せて

論文を書 くことを2月18日 に上野に報告したが、その際に、そもそ も複合動詞の2型 化がな

ぜ起こるかにっいてなかなか上手く説明できないことが最大の問題であると気付くことにな

った。また同じ機会に新田哲夫(石 川県白峰方言において複合動詞が2単 位形アクセン トで

安定 していることを確認 した研究者)に 、岡山市でも一部の語彙で2単 位形が観察される事

にっいて報告 したが、その際に、白峰方言の2単 位形は岡山市とは違って安定しているとい

う点が重要であると気付 くことになった。

その後、2月 末に岡山市で調査 しつつ考えを練っていたが、それまでは 「意味が条件 とな

って一部の語彙で2単 位形や前部アクセン トが残る」と考えていたのを、発想を逆転 させて、

「意味が原因 となって多くの語彙で2単 位形や前部アクセン トが廃 される」 と考えればよい

と気付いた。か くして上野の説 く音調句こそが言わば 「主役」であるとい う本稿の説明に至

った。少な くとも、複合動詞の2型 化にっいて何らかの説明を与えることにはなった。

ところで、「句頭の上昇は語用論的意味による」と主張す る 「音調句」の概念が、共時的規

則ばか りでなく通時的変化の説明に際しても、その 「語用論的意味による」 という点にっい

て有効であると認められた場合(循 環論になるが)、 上野(2009)の 主張11は更に補強 された

ことになるが、筆者 としてはそのよ うに論を運ぶ考えは無い(循 環論になるため)。

最後に、今後の調査研究の展望を述べる。本稿と同様の調査を東京の周辺地域の方言におい

て実施することには、今なお意味があると思われる(筆 者は東京都東村山市で実施 している)。

東京都の東部にっいては既に 『東京語アクセン ト資料』(1985)が あるが、話者の高齢化の問題

があ り、今から追跡調査をしてもあまり良い結果は得られないかもしれない。他方で、東京の

11上 野(2009)は 「句頭の上昇は右枝分かれ構造による」と主張する理論を取 り上げ
、これに反論 している。

例 えば 「こ【わ'い目'のおま'わりさん」は左枝分かれ構造で、「こ[わ'い【目'の病気」は右枝分かれ構造であるが、

前者では句頭の上昇が 「目」に生 じず、後者では生 じやすいため、その理論ではこの種の現象に基づき一般化

を実施 しているが、上野(2009)で はこれに反論 し、よ り広範な例(例 えば 「こ[わ'い目'のお【ま'わりさん」や

「こ【わ'い目'の病気」など)か ら一般化 して、語用論的な意味を句頭の上昇の原因 とす る。その際に認知意味

論にお ける 「図(飾g鵬)」 ・「地(ground)」 とい う用語を用い、「図」において上昇が起 こるとしている。木稿の

説明を認知意味輪的に言い換えるなら、岡山市方言の複合動詞の2単 位形 アクセン トにおける 「意味の切れ 目」

とい うのは 「図」が2っ 連続 した場合の谷間(「地」)のことを指 し、前部アクセ ン トにおける 「意味の焦点」

とい うのは 「図」を指す(後 部要素が 「地」 となる)。2単 位形アクセン トや前部アクセン トが安 定 している段

階ではアクセン トと意味 との関係は恣意的だが、これが崩れ始めて前部アクセ ン トや後部アクセン トへ と変化

しっつある段階では有縁的 とな り、「図」・「地」が生 じている。なお複合動詞は(語 源的には動詞2っ からなり)

2項 なので、最低でも3項 を必要 とす る枝分かれ構造を構成できず、枝分かれに関する議論 とは関係ない。
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岡山市方言 の複 合動 詞のア クセ ン ト

周辺地域や山陽地方に限 らず、これらに類似 したアクセン ト体系を有する地域の複合動詞に、

類似の現象が存在するか どうか確かめることは、今からでも可能ではないか と考えられる。

しかしなが ら、それ らの調査によって、高起式 ・低起式に相当する対立が無 く、下げ核のみ

を有する方言の一般的な性質にっいては分かるかもしれないが、他方で、高起式 ・低起式に相

当す る対立が有る方言(例:京 都府 ・大阪府などの方言)や 、寧ろそれ しかない方言(例:九

州に見られる2型 アクセン ト)や 、下げ核でなく昇 り核のみを有する方言(例:青 森県 ・岩手

県などの方言)な どにっいては、特に何も述べることはできない。そこに本稿が行なった調査

研究の限界があり、そ こか ら先はまた別様の研究が必要とされることになる。
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The Accents of Compound Verbs in Okayama City Dialect

TAKAYAMA Rintaro

Keywords: Sanyo region, Okayama city in Okayama prefecture, Onomichi city in Hiroshima 

 prefecture, Japanese, Accent, Compound verb, Renyo-form, Shushi-form, 

        Meaning and intonational phrase, Losses of accent kernel and intonational phrase, 

        Preservation of accent kernel, Yamada's law.

                        Abstract 

 In this paper, "front-accent" refers to the accent of compound verbs which has its descending 

kernel either in the front-part of the verb or between the front-part and the back-part, whereas 

"back -accent" refers to the accent of compound verbs which has , on the whole, a penultimate 

kernel or no kernel. In Tokyo dialect, back-accent is dominant, while some expressive words 

can be front-accented. In addition, there exists the so-called "Yamada's law", which asserts that 

if the front-part itself has no kernel, then the back-accent has a penultimate kernel, and if it has 

a kernel, then the back-accent has no kernel. On the other hand, in Sanyo region dialects , the 

accent systems of which resemble that of Tokyo dialect, front-accent—which preserves the 

kernel of the front-part--and back-accent--which do not--coexist in a certain proportion, and in 

some dialects of the Sanyo region, it may be that someday Yamada's law will become reality. 

Evidence from the area surrounding Tokyo certainly suggest that Tokyo dialect formerly had a 

Sanyo region-like accent system of compound verbs. The present paper points out the 

following. Firstly, the change from two-unit-accent to front-accent and the change from 

front-accent to back-accent are indeed the losses of accent kernel and intonational phrase of the 

back-part and the front-part respectively, and are indeed the unitization of two intonational 

phrases caused by the meaning of the compound verb. Secondly, the front-accented type which 

has a kernel on the inner boundary of the compound verb cannot be changed into the no-kernel 

type of back-accent because the kernel is no longer the kernel of the front-part verb 

synchronically. Thirdly, the change to no-kernel type needs to significantly precede the change 

to penultimate-kernel type in order for Yamada's law to hold.

(たかやま ・りんたろう　東京大学大学院博士後期課程3年)
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